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時代 は21世紀 を迎 え、甲府市は山梨県の中心都市 として大 きな発展 を遂げてお ります と

同時に、文化財や伝統文化 を、 まちづ くりや地域振興 に積極的に活用 してい く施策 を展開

してお ります。中で もとりわけ力を入れてお りますのが、国史跡武田氏館跡の保存・整備

事業でございます。

武田氏館 は、永正 16年 (1519)、 武田信虎が川 田館か ら邸燭 ヶ崎 に館 を移転 したことか ら

始 ま ります。この時の「甲斐府 中 (首都 )」 が現在の甲府市の地名 とな り、今 日まで政治・

経済・文化の中心地 として発展 してまい りました。その拠点 となった武田氏館 に関す る調

査 は、昭和55年度か ら史跡の現状変更 に伴 う発掘調査 として、住宅建設な どに際 して数多

く実施 されてお ります。

この成果 として、昭和 60年度 。第14次調査か ら平成元年度・第31次調査 までを『武田氏

館跡 VⅡ』 に報告 させていただいてお ります。

本書 は、『武田氏館跡 VH』 (平成 12年度)に 引 き続 き、平成元年度 。第32次調査か ら平成

9年度・第52次調査 までの発掘調査概要 をまとめた ものでございます。報告 は、前回に続

いて「所在地」「調査原因」「調査面積」「調査期間」「調査担 当者」「遺構」「遺物」「まとめ」

の 8項 目を設定 し、読みやすい報告書 になるよう工夫 に努めてお ります。

これ らの成果 は学術的 に価値が高 く、地域史研究に多大 な貢献 を果 たす もの と思 ってお

ります。本報告書が学習教材 また研究資料 として、多 くの方々に御活用いただければ幸甚

に存 じます。

最後 にな りましたが、調査 にあた り御指導 と往「鞭撻 をいただ きました文化庁・ 山梨県教

育委員会、及び地元関係者の皆様 に心 より御礼 申 し上 げます とともに、今後 とも引 き続 き

の御力添 えをお願い申 し上 げます。

平成 14年 2月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃
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本 書 は 山梨 県 甲府 市古 府 中町・ 屋 形 三 丁 目 。大 手 三 丁 目地 内 に所 在 す る国史跡 武 田氏

館 跡 の現状 変更 に伴 う発掘 調 査 、 及 び古 府 中町 土地 区画整 理事 業 に伴 う試掘 調 査 の報

告 書 で、 第 32次調 査 (平成 元 年 度 )か ら第 52次調 査 (平成 9年度 )ま で を収録 して い

る。 な お、 第 42次 (平成 7年度 )。 第 48次 (平成 8年度 )・ 第 52次 (平成 9年度)調査 に

つ いて は、『史跡 武 田氏館 跡 IV』 に報 告済 み で あ る。

本 書 に収録 した調 査 は、 文化 庁・ 県教 育委 員会 の指 導 の も と、 甲府 市教 育委 員会 が主

体 とな って実施 した。調 査 経 費 は国・ 県 の補 助金 の交 付 を受 けた。

調 査 は、信 藤祐 仁 ・ 鈴 木俊 雄・ 志村 憲―・ 平塚 洋 一 。伊 藤 正 彦 の 各文化 財 主事 及 び、

望 月小 枝 (駒沢 大 学 卒 )・ 内藤 か お り (信州 大 学 卒 )・ 鈴 木 由香 (法政 大 学 学 生 )の 発

掘 調 査 員 が担 当 した。

各調 査 に付 した番 号 は、 山梨 県追 跡調 査 団・ 山梨 県 教 育委 員会 ・ 甲府 市教 育委 員会 が

実施 した武 田氏館 跡 関係 調 査 の通 算 次 数 を示 す。

5. 本 書 の執 筆 は、望 月秀 和 (嘱託 )。 鈴 木 由香 が分 担 し、 文 末 に文 責 を記 した。

本 書 の挿 図 は、望 月秀 和・ 鈴 木 由香 及 び、飯 室 久美 恵・ 長 田 由美 子・ 小林 明美・ 関本

芳 子・ 林 久美 子・ 早 川 さや か 。望 月小 枝 が作 成 した。

7.本 書 の編集 は、 日黒 秀 (文化芸術課長)を 編集責任者 とし、鈴木 由香 が行 った。

8.出 上 した地鎮具 の保存処理 は、 (財 )帝京大学 山梨文化財研究所 に委託 した。

9.本 書 に係 わ る出土遺物及び記録 図面・写真等 は甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

10。 発掘調査 にあた り、土地所有者 の御協 力 を賜 った。 また、報告書 の作成 にあた り、次

の機 関及び諸氏 か ら御指導 をいただいた。

明野村埋蔵 文化財セ ンター・ (財 )帝 京大学 山梨文化財研究所

小 野正敏 ・ 笹 本 正 治・ 佐 野  隆 。畑  大 介・ 吉 野裕 子 (敬称 略 )

11.調査 参 加 者

浅川 本 雪・ 浅川 道 恵・ 雨宮英 郎 。池 谷富 士 子・ 岡 悦 子・ 長 田富 夫・ 小沢 菊 太 郎 ・

加 賀 美 さか江・ 金 井 い く代 ・ 茅 鳴一 男・ 岸 本美 苗・ 倉 田勝 子 。小 池 孝 男・ 小 池信 夫・

小 宮 通 子・ 三枝 袈 裟 男 。坂 本 しのぶ・ 佐 田金 子・ 清 水 公 子・ 末木 義 光・ 武 井 美 知 子・

内藤 安雄・長坂  清・ 中田芳 仁 。根 岸利 昭・花 曲敬 子・平沢 則 子・深 沢 久 子・福 田 勉・

日

つ
υ

4.

6。

望 月利 子・ 渡 辺金 重・ 渡 辺  茂 ・ 渡 辺孝博 ・ 渡 辺 百合 子 (敬称 略 )
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本 書 に掲 載 した遺構 図・ 遺 物 実測 図 は以 下 の とお りで あ る。

1.遺 構 。遺 物 番 号 は、 各調 査 地 区 単位 で通 し番 号 と した。

2.遺 構 名 は、 各遺 構 の性 格 や形 状 に応 じて名称 を付 したが、 名称 。番 号 は、将 来 、面 的

な調 査 等 に よ り全体 の把握 が な され た場 合 、 変更 が生 じる可 能性 が あ る。 よって、 本

書 で付 した遺構 名・ 番 号 は暫 定 的 な もの とす る。

3.全 体 図・ 遺 構 ・ 遺 物 実測 図 の縮 尺 は、 図面上 に表 示 したス ケ ール の とお りで あ る。

4.挿 図 中の E・ WoS・ Nは 、 東・ 西 。南・ 北 を表 す 。

5。 調査 区位置図 には、 甲府市都 市計画図 (1/2500)を 使用 した。

6。 遺物観察表 中の色調 は「標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務 局監修 1997

後期 )に基づ いて記載 した。

7。 実測図内のス ク リー ン トー ン指示 は以下の とお りで あ るが、一部イ回々の図面上 に表示

した ものが あ る。

溶 融 物

攪 舌し
茂 化 物

石

セメント
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調 査 区一 覧表

調 査 区位 置 図

第 1 武田氏館跡周辺調査

1 第 32次調 査

2 第 33次調 査

3  多書34ツk司同至姜

4  多喜35ツk言可≡垂

5  多苺36ツk言同垂曇

6 第 37次調 査

7  多害38ツk高町至禁

8  今言39ツk言同垂曇

9 第 40次調 査

10 第 41次調 査

11 第 43次調 査

12 第 44次調 査

13 第 45次調 査

14 第 46次調 査

15 第 47次調 査

16 第 49次調査
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(どJ男子畔甘田丁2744)― ………………………………………………………………………………………………………………・49

(大手 三 丁 目36755)… …………………………………………………53

(ど子男子軒・ 田丁1507・ 1514-1・  1515-1)・ ……………………………………………………………………55
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第 2章 小 括 ・………………………………………68



調査区一覧表
調査次数 所  在  地 調 査 原 因 調査面積 調 査 期 間 構 造 物 備 考

第 1次 占府中町2611 武田神社宝物殿新築工事 20 0 nl 昭和47年 5/10～ 15 な し な し f館跡 』で報告済み

第 2次 古府中町26■ 武田神社社務所新築工事 216 0だ 昭和54年 3/19～ 4/5 かわ らけ 。青磁・陶器・銅銭 f館跡 I』 で報告済み

第 3次 屋形三丁 目25481 中蔦家住宅新築工事 301n 昭和54年 9/26～ 10/12 石組水路 かわ らけ・灰釉陶器 F館跡 I』 で報告済み

第 4次 屋形三丁目25591 2 安藤家貸家新築工事 昭和54年 9/26～ 10/16 石積 な し 『館跡 I』 で報告済み

第 5次 古府中町3626 峰野家住宅増築工事 661n 昭和55年 2/23～ 25 な し な し 『館跡 』で報告済み

第 6次 屋形三丁目25852 広瀬家住宅改築工事 17 2∬ 昭和56年 2/26～ 3/8 暗渠・配石遺構 かわらけ・陶器 『館跡 I』 で報告済み

第 7次 屋形三丁 目25291 輿石家住宅改築工事 300す 昭和56年 4/10～ 18 土塁・石積・墓坑
かわらけ・揺鉢・陶器・硯・青磁・鉄製
品・黒 1ど 石

土墨下部 より人骨を発見
『館跡 I引 で報告済み

第 8次 大手三丁目3742 山田家住宅改築工事 22 0nド 昭和56年 5/14～ 28 な し /rし 『館跡 I」 で報告済み

第 9次 大手三丁目3742 小沢家車庫改築工事 70111 昭和57年 3/21-26 な し な し 『館跡 で報告済み

第10次 屋形三丁目2571 アパー ト新築工事 ■00111・
昭和57年 5/10～ 16,

7/R～ 17
水路・石段状逮橋 礎
石と思あれる平本

かわ らけ ,信鉢・陶器・青磁 ,日磁・溶 「館跡 IJで報告済み

第11次 屋形三丁目25453 深沢家住宅改築工事 550mど 昭和57年 6/20～ 30 水路・濠 かわらけ 種鉢・陶器・漆器・鉄製品 『館跡 I」 で報告済み

第12次 大手三丁目3696 梅沢家住宅新築工事 486n2 昭和57年 7/20～ 30 な し
か わ らけ・ 癌 纂・陶器・劉 銭・縄 又主 器・

石 器
『館跡 I」 で報告済み

第13次 屋形三丁 目25631 長谷部家住宅改築工事 260nど 昭和58年 1/16～ 2/8 土塁下に礎石 を検出 かわ らけ ,陶器・磁器 。自磁 『館跡 I』 で報告済み

罪 14次 大手三丁 目36872 市川家住宅改築工事 240m! 昭和60年4/15～ 23 な し な し f館跡VH』 で報告済み

第15次 大手三丁 目36854 山本家住宅改築工事 7601112 昭和61年8/5～ 26 な し かわ らけ ,国産陶器・青磁盤 f館跡ⅥI』 で報告済み

第16女 古府中町3543,3544 数野家住宅改築工事 39011111 昭和 6二 年8/25～ 9/5 礎石 かわ らけ・織部破片・ 中国製磁器・鉄滓 fttlvtVH』 で報告済み

第17次 岩窪町2533 武田氏館跡範囲確認調査 1000∬ 昭和61年9/10～ 27 な し かわらけ。陶器 『館跡Ⅷ』で報告済み

罪 18次 古府中町27631,2 武田氏館跡範囲確認調査 250 0nla 昭和62年 1/14～ 2/10 水路 石列状進構 かわらけ。国産陶器・青磁軽 御隠居曲輪
『館跡VH』 で報告済み

第19次 古府中町134 古府中町土地区画整理事業 18 01nII 昭和62年 2/13-3/7 柱穴群・溝 『館跡VHJで報告済み

第20次 岩窪町2672,3 武田氏館跡範囲確認調査 60 0世 H召 和62年 11/16-12/8 な し 縄文土器・黒曜石 『館跡ⅥIJで報告済み

第21次 岩窪町18隣 1 武田氏館跡範囲確認調査 41 5nl
昭和62年 12/8～ 戸・濤・帯】大集石遺 かわらけ 。陶器・ 自磁・甲斐型土器・須 「館跡ⅥIコ で報告済み

第22次 下積翠寺町14351 古府中町土地区画整理事業 30 0∬ 昭和63年 1/27～ 2/6 な し 縄文土器・ かわらけ 「館跡Ⅵ輸 で報告済み

第23次 大手一丁 目4404 武田氏館跡範囲確認調査 68 011111 昭和63年 1/20
井 戸

かわ らけ・痛鉢・陶器・フイゴ羽粥日・鉱律・
健文土器・平安時代土器・砥石 ほか

「館跡ⅥIコ で報告済み

第24次 古府中町3168 古府中町土地区画整理事業 120111 昭和63年 2/7～ 17 溝 かわらけ F館跡Ⅵ鼈 で報告済み

第 25次 古府中町2617 保坂家住宅改築工事 60す 昭和63年 5/9 7/12 な し な し ′館跡Ⅷ』で報告済み

第26次 大手三丁 目37244 アパート新築工事 22 0m2
昭和63年 12/21～
平成元年1/11

な し な し 『館跡Ⅷ』で報告済み

第27次 屋形三丁目25011 武田氏館ir4範 囲確認調査 26 0nf 平成元年2/22～ 3/20 井戸・土坑・柱穴
か わ らけ・ 内耳 土 器・ 権鉢・ I旬 器・ 日磁・

銅 銭・ 鉄 hfl千
F館跡Ⅵ鼈 で報告済み

第28次 屋形二 丁目24031 武田氏館跡範囲確認調査 43 0nf 平成2年3/1-31 石列・溝
かわ らけ・ 内耳土器・陶器・溶融物付着
十器 。フイゴ羽 日など 『館跡Ⅵ鼈 で報告済み

第29次 屋形三丁目16004 武田氏館跡範囲確認調査 40 0111・ 平成元年3/1-31 な し
かわらけ・土製品・陶器 中国製磁器

『館跡Ⅵ鼈 で報告済み

第30次 大手三丁目36912 カーポート・アパートの新築工事 22 01pF 平成元年8/28-10/5 よ し 縄文土器・ 古墳時代土器・かわ らけ 『館跡Ⅵ鼈 で報告済み

第31次 FF形三T目 25421,25431 石垣積み直 し工事 38 0 pF 平成元年6/12-8/31 馬の墓・土坑・堀
かわ らけ '内 耳 土 器・描 鉢  1旬器 。日磁・

盗器 ほか
ほぼ完 全 な馬 の骨 が 出土
『館 跡 VH↑ で率臓告 潜 み

第32次 古府中町36244 遺構確認調査 40ぼ 平成元年 7/19・ 24・ 25,
な し な し 本書で報告

第33次 古府中町 1315・ 他 古府中町土地区画整理事業 50000ド 平成 2年 2/26～ ユ1/13
土坑・掘立建物・井戸・
礎石・集石土坑・溝

かわ らけ・橘鉢・陶器・磁器・鉄製品・
古銭 等

本書で報告

第34次 古府中町2746 渡辺家住宅改築工事 91 0mE 平成4年 5/11～ 6/4
水品・古銭 本書で報告

第35次 大手三丁目3684 水 口家住宅新築工事 70 0m2 平成4年 6/23～ 7/8 ピット かわらけ。土鍋 本書で報告

第36次 古府中町2617 占府中町土地区画整理事業 50142 平成 4年 9/2～ 3 な し な し 本書で報告

第37次 大手三丁目867514 菊島家住宅新築工事 4201ド 平成 4年 9/21～ 10/23 土坑・ ピ ント
かわ らけ・耳皿・槽鉢・甕・陶器 '磁器・
釘  硯

本書で報告

第38次 大手三丁目3680 小宮 1担 家住宅新築工事 66 01n2 平成5年 5/19～ 6/17 土坑 。近代暗渠
かわ らけ 。■鍋 ・鉢 ・ 簑・ I何 器 ・ 天 日茶

本書で報告

第39次 古府中町3547 保坂家住宅増築工事 30∬ 平成6年 7/12 な し な し 本書で報告

第40次 大手三丁目36853 1日 本家住宅増築工事 1351n2 平成 7年 12/5～ 8 な し な し 本書で報告

第41次 大手三丁 目3688 神宮寺家住宅新築工事 420n12 平成 7年 12/5～ 8 な し な し 本書で報告

第42次 古府中町2570 笹堀 i菱 渫 1620m' 平成 7年 12/6^
平成8年 3/28

土塁・石積 常滑 『館跡 IV」 で辛限告済

第43次 古府中町2727 渡辺家駐車場 志村家TE宅 新美工事 48 0nt 平成 7年 12/11～ 21 積
かわ らけ ,手づ くね土器 陶器・ 臼磁・

本書で報告

第44次 占府中町3567 長田家住宅改築工事 160言 平成 8年 4/4～ 15 ピント 溝 かわらけ 括鉢 陶器・古銭 本書で報告

第45次 古府中町2614 武田神社 トイレ改築工事 1 9nl 平成8年 9/26・ 27 な し かわ らけ (図 化遺物な し) 本書で報告

第46次 古府中町2614 武田神社 トイレ改築工事 35 0ml 平成8年 10/7～ 16 集石 かわ らけ 陶器・甕 本書で報告

第47次 古府中町2619 保坂家住宅改築工事 180111 平成 8年 9/2 石積・杭 な し 本書で報告

第48次 古府中町2570 笹堀凌漢 1300‐ ll
平成8年 12/8～
平成9年 3/24

石積 な し r館跡 IV」 で辛R告済

第49大 古府中町2744 谷川家住宅改築工事 620征 平成9年6/12-23
かわ らけ・土器・陶器・磁器・碁右・線
釉rtl器・汽車土瓶 他 本書で報告

第50次 大手三丁目36755 日原家住宅増築工事 235,す 平成9年 9/1～ 3 な し かわ らけ (図 化遺物な し) 本書で報告

第51次
古府中町1507,1514■

武田神社駐車場造成工事 169 51n2 平成 9年 11/6-12/9
ピ ント・滞・石列・

かわ らけ 。橘鉢・陶器・染付・古銭 本書で報告

第52次 占府中町2570 笹堀凌漢 150 0nザ 平成10年 V26-3/30 石積
がわ らけ・ 常沿 ・言磁 ・梁 4す

。本 3・ 品 『館跡 IV』 で報告済
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古 府 中 町 36244
遺 構 確 認 調 査

4m2

平 成 元 年 7月 19・ 24・ 25日 、

8月 17・ 31日

信 藤 祐 仁

武田氏館跡第32次調査

所  在  地

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の東 に位 置 し、大 手 馬 出の南 に隣接 す る。標 高約 350mを 測 る。本

地 点 は武 田氏館 跡 の史跡 整 備 に伴 い、公 有 地 化 して更 地 とな った場 所 で あ る。 周 辺 に は、

資料 的 な裏づ け を欠 くもの の、 武 田氏 時代 に牢屋 が存在 した こ とを伝 え る近 世 の絵 図が 数

種 類 知 られ、東接 す る南 北基 幹街 路 の一 つ で あ る古籠 屋小路 の名 称 は これ に由来 す る もの

と考 え られ る。

調 査 の 直接 原 因 は、 本地 点 の一 部 に陥没 が生 じて い る旨、 周 辺住 民 よ り通 報 を受 けた こ

とで あ る。地 下 式坑 が存在 した可 能性 が指 摘 され た た め、埋蔵 文化 財確 認調 査 を実施 した。

本地 点 は武 田氏館 跡 大 手 馬 出の 隣接 地 で あ り、 武 田氏館 跡 に関す る遺 構 ・ 遺 物 の検 出 も期

待 され た。周 辺 で は館 跡 内の調 査 の他、本地 点 南 で 第 5次調 査、 また大 手 馬 出の調 査 (平成

12年 度 )も 行 われ て い る。

調 査 は土地 陥没 部 約 4m2を 、 人 力 に よ り掘 り下 げて遺構 確 認 を行 った。

遺 構・ 遺 物

武 田氏 時代 の井 戸 や 屋 敷 に関 す る遺構 、地 下 式坑 等 の検 出が期 待 され たが、調 査 の結 果、

近代 の井 戸 が確 認 され、遺 物 は出上 しなか った。

ま  と  め

土地 の 陥没 の原 因 は近代 の井 戸 に よる もの で あ り、期 待 され た館 肋 に関 す る遺 構 や 、伝

承・ 由来 等 に関 す る遺構 ・ 遺 物 は検 出 され なか った。 しか し、調 査範 囲 は陥没 部分 の み に

止 ま るた め、今 後 の調 査 にお いて同地 点 また はその周 辺 よ り遺 構 ・ 遺 物検 出の可 能性 が あ

る。                                         (望 月秀 和 )

写真 1 井戸検出状況 写真 2 調査区全景
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武田氏館跡第33次調査

所  在  地

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当者

甲府 市 古 府 中 町 1315～ 1329、

1369´-1378

古 府 中 町 土 地 区 画 整 理 事 業

5000m2

平 成 2年 2月 26日 ～ 11月 13日

信 藤 祐 仁 ・ 鈴 木 俊 雄

＼

||

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 味 噌 曲輪 の西側 に位 置 し、標 高約 350mを 測 る。東側 約 100mに は、

戦 国期 に設 定 され た 「 もが り (虎 落 )月 路ヽ 」 に接 して第 19次調 査地 点 が位 置 して い る。

本地 点 は「貞享 三丙 寅年御 直 図」 (武 田神 社蔵 )に よる と、土屋右 衛 門尉 昌次 また は小 山

田大 学 の屋 敷 跡 に あた る場 所 で、「土 屋敷」の小 字 を現在 に も残 して い る。 また、周 辺 には

「逍軒 屋 敷 」の小 字 を残 す 武 田逍 邊軒 信 綱 の屋 敷 跡 伝 承地 や、「天 久」「長 閑」「小 山田」の

小 字 を残 す 武 田典 厩信 繁 、 長坂 長 閑斎 、 小 山田大 学 の屋 敷 跡 伝 承地 が存在 し、 当地 域 一 帯

が武 田氏 家 臣屋敷 で あ った こ とが窺 え る。

調 査 は62か所 の試掘 坑 を設 定 し (図 1)、 遺構 や遺 物 が確 認 され た A～ Kの 6区 につ いて、

試掘 調 査 か ら本調 査 へ と移 行 した。 な お、調 査 は田畑 の境 界 を壊 せ な い とい う制 約 下 に あ

り、 本 稿 で は試 掘 調 査 報 告 と一 部 本 調 査 の概 要 に留 め、 本 報 告 は別 の機 会 に譲 る。

遺    構

・ A区 溝 4条、 土坑 5基、 井 戸 1基、 ピ ッ ト97基が検 出 され た。

溝    1号 溝 は最 大 幅 78cm、 深 さ20cmを 測 り、調 査 区西側 寄 りで大 き く湾 曲す る。

2号溝 は最 大 幅 lm、 深 さ14cmを 測 り、調 査 区西側 で大 き くク ラ ンクす る。 2
号 土坑・ 1号井 戸 に切 られ る。 3号溝 は最 大 幅 35cm、 深 さ19cmを 測 る。 2号溝

と 3・ 4号土坑 に切 られ る。 4号溝 は最 大 中冨44cm、 深 さ18cmを 測 り、 6号土坑

に切 られ る。

土  坑 1号土坑 は直径 lm、 深 さ41cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。 2号土坑

は直径 lm、 深 さ27cmを 浪1り 、平面形態 は円形 を呈す る。底部 には平坦面 を有

す る石 が置かれていた。 2号溝 が クランクす る部分 で これ を切 る。 3号土坑 は

長径約 74cm、 深 さ56cmを 浪1り 、平面形態 は楕 円形 を呈す る。 3号溝 を切 る。 4

号土坑 は直径 l m 30cm、 深 さ40cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。 3号溝 を

切 る。 5号土坑 は長径 92cm、 深 さ1lcmを 浪1り 、平面形態 は楕 円形 を呈す る。

1号井戸 は直径 90cm、 深 さは確認で きた部分 で 3m20cmを 測 る。石積 の井戸

で、 2号溝 を切 る。

直径 20～ 78cm、 深 さ9～ 43cmを 測 る。調査 区北東隅 に、 l m 80cm間 隔の規貝U性

を持つ ピッ ト列が確 認 された。

井  戸

≫

ピ ッ ト
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B区  溝 2条 、 ピッ ト35基が検 出 された。

溝    1号 溝 は最大幅 lm、 深 さ23cmを 浪1り 、東西 に走 る。 2号溝 は最 大幅 20cm、

深 さ29cmを 測 る。南北 に走 り、 南側 は調査 区外 に延長す る。

ピッ ト  直径 18～ 60cm、 深 さ9.5～ 53cmを 測 る。規則 1生 を持 つ列構成 は見 られない。

E区 溝 9条、土坑 7基、 ピッ ト144基 、礎石 10点 が検 出 された。

溝    1号 溝 は最大幅 50cm、 深 さ 7 cmを 測 る。東西 に走 り、調査 区東端 で北側 にク

ランクす る。 2号溝 は東西 に走 り、最大幅 88cm、 深 さ24cmを 測 る。 4号溝 を切

る。 3号溝 は最大幅 79cm、 深 さ16cmを 測 る。 4号溝 は最大幅 64cm、 深 さ15cmを

測 る。 2・ 3号溝 に切 られ、礎石 2点 が確 認 された。 5号溝 は最 大 幅 84cm、 深

さ26釦 を測 る。延長方向 を確 認す るには至 らなか った。 6号溝 は最 大幅 l m52

cmを 測 る。 7号溝 と接 す る所 で延長方向が不 明瞭 とな る。 7号溝 は最大幅 38側

を測 る。途 中 を 2・ 3号溝 に切 られ、西側 に向か って クランクす る。 8号溝 は

最大幅 38cmを 測 る。東西 か ら途 中で南側 に向か ってクラ ンクす る。 9号溝 は最

大幅 40cmを 測 る。東西 に走 り、調 :含 区外 に延長す る。

土 坑   1号 土坑 は直径約 l m44∽ を波1り 、平面形態 は円形 を呈す る。炭化 した米 と

小麦 が出土 した。 2号土坑 は直径 l m 68cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。

3号土坑 は調査 区外 に続 き、確 認 された部分 で直径 l m 42cmを 測 る。平面形 態

は円形 を呈す る もの と思 われ る。 4号 土坑 は長径 lm、 深 さ40cmを 測 り、平面

形態 は楕 円形 を呈す る。 3号溝 を切 る。 5号土坑 は調査 区外 に続 き、確 認 され

た部分 で l m 20cm、 深 さ31cmを 測 る。 6号土坑 は長径 l m 52cm、 短径 80cm、 深

さ 7 cmを 測 り、平面形態 は隅丸方形 を呈す る。直径 10～ 20側程 度 の石 が まば ら

に入 る。 7→子二Lt元 イます≧4登 86cm、 短径 62cm、  1界:さ 26cmを 浪↓り、 平面テ形チヨは [島 ジ叱ラケ

形 を呈す る。直径 10～ 20∽程 度 の石 が密 に埋 まっていた。

ピッ ト  直径 20～ 60cm、 深 さ10～ 54cmを 測 る。東西方向の溝 に平行す る ピッ ト列 が一

部 に見 られ るが、全容 は不明で あ る。調査 区最東端で 5号溝 と重複 す るピッ ト

には、かわ らけが伏せ た状態 で置 かれていた。

F区  溝 13条、土坑 5基、井戸 1基、 ピッ ト43基が検 出 された。 また、調 査 区東側 で は

2～ 3 cmの 川 原石 が敷 き詰め られて い る状況が確認 された。

溝    1号 溝 は最大幅 26cm、 深 さ21cmを 測 る。 2号溝 は最大幅 l m 34cm、 深 さ23cm

を測 る。調査 区北寄 りで東西方 向 に大 き く湾 曲 して走 り、調査 区外 に延長す る。

3号溝 は最大 幅 14cm、 深 さ 5 cmを 測 る。 4号溝 は最大 幅 70cm、 深 さ 8 cmを 測 る。

調査 区中央部 を東か ら南 に向か って湾 曲 して走 り、複雑 に入 り組 む。南側 は調

査 区外 に延長 され るが、東側 の延長方向 は確 認で きなか った。 5号溝 は最大 幅

43cm、 深 さ1lcmを 測 る。 4・ 6号溝 と接 し、 2か所で クラ ンク状 を呈す る。 6
号溝 は最大幅 48cm、 深 さ 8釦 を測 る。途 中を 9号溝 に切 られ る。 7号溝 は最大

幅 25cm、 深 さ 7 cmを 測 る。 8号溝 は最大幅 40cm、 深 さ 8 cmを 測 る。南側 イ斎凋査

区外 に延長す るが、東側 の延長方向 は確 認で きなか った。 9号溝 は最大幅 lm
40cm、 深 さ20cmを 測 る。調査 区南端 で 10号溝 と交わ り延長す る。 6号溝 を切 り、

12号溝 に切 られ る。一吉【に石列 を残す。 10号溝 は最大 幅 l m 9ocm、 深 さ44cmを
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測 る。調査 区南端 で 9号溝 と交 わ り延長 し、石列 を残す。11号溝 は最大 幅 52cm、

深 さ14cmを 測 る。12号 溝 に切 られ る。一部 に石列 を残 し、調査 区外 に延長 す る。

12号溝 イまま 大幅 42cm、 深 さ26cmを 測 る。 9。 11号 溝 を切 る。

井  戸  調査 区最 南端で確 認 された。直径 3m64cm、 深 さは確認で きた部分 で 4m50
cmを 測 る。石積 の井戸で あ る。

土 坑   1号 土坑 は長径 lm、 深 さ13cmを 測 り、平面形態 は楕 円形 を呈す る。 2号 土

坑 は直径 70cm、 深 さ74cmを 浪1り 、平面形 態 は円形 を呈す る。 3号土坑 は直径 80

cm、 深 さ63cmを 波1り 、平面形態 は円形 を呈 す る。 4号 土坑 は長径 2m10cm、 短

径 l m 22cm、 深 さ18cmを 測 り、平面形態 は隅丸方形 を呈す る。 5号 土坑 は長径

2m、 短径 l m 58cm、 深 さ 9 cmを 測 り、平面形態 は隅丸方形 を呈す る。 直径 40

～50cm程 度の石 が敷 かれた状況で確 認 され た。

ピッ ト  直径 25～ 85cm、 深 さ19～ 69cmを 測 る。調査 区中央部 で東西、南北方向 に一 定

の規則性 が見 られ るピッ ト列 が検 出 され た。

・ H区  溝 1条 、 ピッ ト31基が検 出 された。

溝    1号 溝 は最大幅 70cm、 深 さ25釦 を測 る。一部 に石 を残 し、西側 は調査 区外 に

延長す る。

ピッ ト   直径 25～ 50cm、 深 さ10～ 69釦 を測 る。 司可査 区可ヒ根Jで、 ほtF l m 80cmttF局 の規

則性 を持 つ ピッ ト列 が検 出 された。

・ I区  土坑 1基、 ピッ ト39基、堀跡が検 出 された。

土 坑   1号 土坑 は長径 2m35cm、 深 さ15cmを 浪1り 、平面形態 は楕 円形 を呈 す る。底

部 の一角 に石 が充填 されていた。

ピッ ト  直径 20～ 85cm、 深 さ 3～ 52cmを 測 る。調査 区の中央部 に東西約 5m60cm、 南

北約 2m90cm間 隔の規則性 を もつ列構 成 が確 認 された。

堀 跡  調査 区南側 で検 出 され、最大幅 5m30cmを 測 る。屋敷 を画す る堀 と考 え られ、

調査 区外 に延長す る。完形のかわ らけが 出土 した (図 6-13)。

・ 」区 溝 8条、河川跡、井戸 1基、 ピッ ト93基 が検 出 された。

溝     1号 溝 は最大幅 78cm、 深 さ27cmを 測 る。 2号溝 は最大幅 94cm、 深 さ 8 cmを 測

る。 3号溝 イよ最 大幅 60cm、 深 さ14cmを 測 る。東根Jで 1号井戸 に切 られ る。 4号
溝 は最大 幅 l m 40cm、 深 さ32cmを 測 る。 5・ 6号溝 を切 り、 8号溝 に切 られ る。

5号溝 は最大幅 82cm、 深 さ10cmを 測 る。 4号溝 に切 られ る。 6号溝 は最大 幅 70

cm、 深 さ 8 cmを 測 る。途 中を 4号溝 に切 られ る。 7号溝 は最大幅 40cm、 深 さ 7

cmを 測 る。 1号井戸 に切 られ る。 8号溝 は最大幅 2m、 深 さ 5 cmを 浪1る 。 4号
溝 を切 り、 1号井戸 に切 られ る。
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物遺

1可サII跡   最 大 幅 7m60cm、 深 さ46cmを 測 り、 K区 に延 長 す る。平 安 時代 の土 師器 片 が

数 点 出上 して い る こ とか ら平 安期 に存在 した小 河サIIの 跡 と思 われ、廃 絶 後 に屋

敷 が建 て られ て い る。

井  戸   1号 井 戸 は直径 l m 68cm、 深 さは確 認 で きた部 分 で 7m50cmを 測 る。調 査 区

中央 部 で 7・ 8号 溝 を切 る。 完形 の か わ らけが 出上 した (図 6-14)。

ピ ッ ト  直径 20～ 80cm、 深 さ18～ 65側程 度 を測 る。規 則 性 を もつ列 構 成 は見 られ な い。

K区 溝 2条 、 土坑 1基、 河川 跡 、 井 戸 2基、 ピ ッ ト14基 が検 出 され た。

溝    1号 溝 は最 大 幅 50cm、 深 さ 9 cmを 測 る。 2号溝 と直 交 し、 南側 は調 査 区外 に

延 長 す る。 2号 溝 は最 大 幅 68cm、 深 さ14cmを 測 る。

土  坑   1号 土坑 は長径 l m 28cmを 測 り、 平 面 形 態 は楕 円形 を呈 す る。

1可 )「 1跡   J区 か ら延 長 され る 1可 )「 1跡 で あ る。最 大 幅 6m9ocmを 測 る。

井  戸   1号 井 戸 は直径 lm、 深 さ l m 85cmを 測 る。 2号 井 戸 は直径 2m、 深 さ lm
92cmを 測 る。 両 者 と も素掘 りの井 戸 で あ る。

ピッ ト  直径 20～ 50cm、 深 さ18～ 65cmを 測 る。規則
ワ
1生 を もつ列構 成 は見 られない。

出土遺 物 の 多 くは 中世 の か わ らけで あ る (1～ 15)。 いず れ もロク ロ成 形 の もの で、底 部

に は回転 糸切痕 を残 す。 明 の染 付 (16世紀 )も 出土 して い る (19～ 23)。 底 部 に所 有 者 を示

す ため につ け られ た線 刻 が 見 られ る もの もあ る (21・ 22)。 その他 で は碁石 (24)、 金 属 製

品で は釘 (25)、 刀子 (26)が 出土 して い る。 27は 常滑 の甕 で、地 面 に埋 置 され て い た。 こ

の他 に国産 陶器 で は瀬 戸 美 濃 。常滑 、輸 入 陶磁 器 で は青磁 ・ 白磁 片が 出土 したが 、 小 片 の

ため 図化 しなか った。

ま  と  め

本 地 点 は土屋 右 衛 門尉 昌次 あ るい は小 山田大 学 の屋 敷 跡 伝 承 地 で あ り、調 査 の成 果 か ら、

本地 点 が武 田氏 の家 臣屋 敷 で あ る可 能性 が 高 い こ とが分 か っ た。 A・ E・ F・ H区 で は一

定 の規 則 性 が見 られ る ピ ッ ト列 が確 認 され た。 I区 で は、 調 査 区 中央 部 に建 物 跡 と思 わ れ

る四方 に規則 性 を持 つ ピ ッ ト列 や、屋 敷 を画 す る と考 え られ る堀 跡 が セ ッ トで確 認 され た。

」・ K区で検 出 され た河川 跡 は平 安期 の もの で、屋 敷 は河川 が埋 まっ た後 に造成 され た も

の で あ る。 全体 的 に遺 構 が複 雑 に入 り組 み、屋 敷 地 内 で数 回 に渡 って建 物 の建 て替 えな ど

が行 われ て いた と推 浪1さ れ る。 井 戸 は石 積 の もの と素掘 りの もの が あ るが、 J区 の井 戸 は

石積 で漏 斗状 を呈 す る。

自然 地 形 を利 用 した屋 敷 造営 が特 徴 的 で、 東側 に掘 を設 けて屋 敷境 と し、 西側 は 自然 地

形 の傾 斜 が 強 ま るラ イ ン まで を屋 敷 地 と して い る。 H区 と J区の 間 の段 差 は、屋 敷 境 で あ

った と考 え られ る。

この他 、 明染 付・ 青 磁 ・ 白磁 な どの 中国製磁 器 の 出土 も家 臣屋 敷 の存 在 を裏づ け る一 つ

の 指 標 とな ろ う。

-5-
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表 1 第33次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

番号
土

占
〔

出

地
瞳  】」器  種

法    量 (cm)
部 位 羽 整 な ど 土 尭成 色 調 備 考

日 径・ 器 高・ 底 雀

1 A区 土   器 かわらけ 65 15
日縁言「
～底部

ロクロ成形 長石・石英 。金雲母 良
にぶい橙
■5YR7/J

2 A区 土   器 かわらけ 71 16
口縁吉「
～底叡

形
痕

成
切

口
糸

ク
転

口
回

長石・石英・金雲母 良
橙

5YR6/6

3 B区 土   器 かわらけ 51
縁
底

日

｝

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英 良
橙

5YR7/(

4 A区 土   器 かわら1, 17 32
日縁音5
～底部

形
痕

成
切

口
糸

ク
転

口
回

長石 石英 。金雲母 良
橙
Ｒ６Ｙ

5 A区 土   器 かわらけ 21
日縁吉「
～底部

形
痕

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石 石英・金雲母 良

橙
「 5YR6/(

6 A区 土   器 かわらけ (99)。 (21)・  47 日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石 石英 雲 母 良
橙

5YR7/(

7 B区 土   器 かわ らけ (100)。 (25)・  57 日縁言卜
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長 石 石英 良
浅黄橙

7 5YR8/

8 A区 土   器 かわらけ (112)・ (24)。 (64)
日縁音[
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英 。金雲母 良
橙

5YR6/6

9 A区 土   器 かわらけ (1文 6)・ (26)・  60 日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英 良
橙

7 5YR7/(

B区 土   器 かわらけ 12 2 56
縁
底

日

”

ロクロ成形
回転糸切痕 石英・金雲母 良

橙
5YR6/6

11 A区 土   器 かわらけ 10 3
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕 石英・金雲母 良

にぶい橙
7 5YR7/4

12 E区 土   器 かわらt, 75 42
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・雲母 良
橙

5YR6/8 日縁部炭化物付着

13
I区

東西堀
土   器 かわらけ 2孔

日縁吉ト
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・金雲母 良
橙

5YR7/

14
臣
全
戸

Ｊ

非 土   器 かわらけ 24 63
日縁言5
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石 石英 。金雲母 艮
黒 褐

10YR3/1 内面炭化物付着

15 一括 土   器 かわ らけ 18 41
縁
底

日

一
ロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良 体言躊と底吉「に穿子し

B区 絢  器 皿 (100)。 (24)。 (58)
日縁部
～底部

鉄釉 密 良 見込みと底部にトチン済

17 B区 ltl 器 皿 (93)・ (22)・ (61)
日縁言臣
～底部

除汗由 密 良 大窯第 2段階

E区
1号土坑

磁   器 碗 (129)。 (30〉 ・ ― 日縁吉F
～体部

微密 良

一 括 磁   器 皿 ― ・ 〈10〉 ・ (76) 底部 畳付無Tll 緻 密 良 明染付

一 括 磁   器 皿 ― 。(09〉 ・ 60 底部 級 密 艮 明染付

一 括 磁   器 皿 0〉
。(70) 底 部 徴密 良 凋染付 底部刻み痕

一 括 磁   器 皿 ― ・ (11〉 。(84) 底 部 畳付無釉 敷密 良 明染付 底部刻み痕

一 括 弦  器 皿 ― ・ (16〉 ・ 48 底部 致密 良 明染付

一 括 石 製 品 碁 石
さ

７‐

長

■
中冨
1 53

さ

６．

厚
脱

一 括 金属製品 釘
さ

２

長
１

・釘頭部・
・ 08 ・

さ

２５
厚
０

―括 鉄 製 品 刀子
長さ '
(4 6〉・

さ

２
厚
∝

幅
Ｈ

K区 土   器 甕 ― ・く145〉・ 200 底 部
後
デ

形
ナ

成
ラ

ロ
ヘ

ク
面

口
外 長石・石英 良 常滑

区
戸

Ｆ
井 石 製 品 石 臼

業大径・最大幅・ 高さ
28 7  ・  38 5  。  上4 9

上 臼
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写真 l A 区 仝 景

写真3 B 区 仝 景

写真2 A区 1号井戸

写真4 E 区 全 景

写真 5 F 区 仝 景
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写真6 H 区 仝 景



写真7 1 区 仝 景

写真 9 」 区 全 景

写真 8 1区 1号土坑

写真10 」区 1号井戸

写真1l K区 仝 景
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武田氏館跡第34次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2746番 地

調 査 原 因 渡 辺 家住 宅 改築工 事

調 査 面 積 91∬

調 査 期 間  平 成 4年 5月 11日 ～ 6月 4日

調査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の北 東 約 160mに位 置 し、標 高約 365mを 浪1る 。 本 地 点 の字 名 は逍

軒屋敷 で あ り、西 方 に字 名 の 由来 で あ る武 田信 玄 の実 弟 逍 邊軒 信綱 の屋 敷 伝 承 地 が あ る。

住 宅建 替 え に伴 って行 われ た調 査 で あ り、 周 辺 で は第 16次調 査 地 点 と東接 し、 北側 で は

第 48次調 査 が行 われ た。

調 査 は、住 宅建 築範 囲 91m2を 人 力 に よ り掘 り下 げて行 った。

遺    構

溝 2条・ 土坑 4基・ ピ ッ ト26基、地鎮 遺 構 が検 出 され た。

1号 溝   幅 60～ 70cm、 近 代 の遺構 と推 測 され る。 西側 はや や 不 明日寮で あ り、 東側 は一

部石 列 を伴 い、近 代 建 物 の礎 石 と して用 い られ た集石 に切 られ る。

2号 溝   幅 95～ 130cm、 中世 に比定 され る。断面 はV型 で、石 の混入 は少 な く、土師質

土器が検 出 された。数基 の ピッ トに切 られ るが、詳細 な重複 関係 は不明である。

号土坑   近代 に比定 され る。約 180cm四 方の隅丸方形 で、深 さ約 10cmを 浪1る 。瓦 片・土

器片・砥石等が出上 してい る。

2号土坑   近世 に比定 され る。約85× 65cmの 方形 で、深 さ32cmを 測 る。石・瓦 片が混入

していた ものの、鉄釉甕片・寛永通 宝等が検 出 されてい る。

3号土坑   中世 に比 定 され る。 隅 丸 長 方形 を呈 し、深 さ10cmを 測 る。 陶磁 器 片 が検 出 さ

れ た。 2号 土坑 、 4号 土坑 に切 られ る。

4号土坑   中世 か ら近世 に比定 され る。90cm× 110cmの 隅丸長方形 を呈 し、深 さ約 20cmを

測 る。銅製の分銅 が検 出 された。 2号土坑 に切 られ る。

ピ ッ ト  26基 が確 認 された。鉄 滓・炭 な どが検 出 された もの もあ るが、時期や用途 に

つ いての詳細 は不明で、建物柱 穴配列 の規格 1生 もみ られない。

暗  渠  近代 に比定 され る。 5～ 15cm大 の石が用いられ、調査範囲内で長 さ約6.8m
幅40cmを 測 る。家屋 に伴 う遺構 と推測 され るが、詳細 は不明である。
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毘昌撞糧ヽ悪三卦

4号土坑

◎ ⑤
③

]号土坑

じ

8号土坑

o             ,80 4m
|

A A

5

o     l:40    1m
|

1 贈 掲 色 土 層 上部は建物基礎土台の集石。小礫が散在。しまりあり。

2 茶 褐 色 土 層 茶褐色粒子混入。ややしまりあり。

3 階 褐 色 土 層 炭化物少量含む。しまりあり。

4 暗茶褐色土層 ややしまり強い。

5 皓黄褐色土層 地山の黄褐色土が混入。しまり強い。

図 1 平面図 。2号溝セクシ ョン
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地鎮 遺 構

調 査 区の ほぼ 中央 に位 置 し、約 50cm四 方 で深 さ 3～ 7 cmを 測 る。 土坑 内 よ り灯 明皿・ 水

晶片・ 弱 瑞 片、靱 や 米 等 の炭 化 物 が検 出 され た。 灯 明皿 は完形 5個体 とほぼ完形 1個体 、

残 存 率 1/4に 満 た な い小 片 1の 計 7個体 で、 5つ に油 受 けが付 く。 各灯 明皿 の下 か らは

水 晶 また は弱 瑞 が検 出 され た。 これ らは文 字

が描 か れ た呪 行 の よ うな紙 に 0同 粉 と伴 に包 ま

れ て お り、 灯 明皿 で蓋 を した よ うな状 態 で検

出 され た。 現 在 一 般 的 に行 われ て い る神 仏系

統 の地 鎮 祭 とは様 相 が異 な って い るが、紙 片

か らは断 片的 に「天 理」「戊年」「家 内」「成 就」

等 の 文 字 が 判 読 で き、 建 築 に伴 っ た地 鎮 (鎮

宅 )遺構 と推 測 され る。 出上 した灯 明皿 か ら、

遺 構 の時期 は近 世 後 期 か ら近 代 に比 定 され、

住 宅建 築 の 際 に行 わ れ た地 鎮 に関 す る遺構 と

推 測 さ″とる。

夕/
鶴
判
泌

―

綴

―

―

D

ね

£

回
＝

紙 (呪符)

緑青

図 2地 鎮 遺 構 出 土 遺 物

写真 1 第34次調査出土地鎮遺構

輪
⑥p

a
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表 1 地鎮遺構出土遺物観察表

番号
灯明皿法量 (cm)等 伴出物

口径 器高 底径 イ由受け 石質/g 判読文字

A 有 水品/196 「家内」「天理」

B (97)。  ― ・ 一 有
水品/125

安山岩?/435
C 有 弱瑞/199 判読不能

D 92  。 17 ・ 38 有 水品/41.8 「大」

E 22 征
小

弱瑞/244
「家内」「天理」

「成就」「戊〇年」

F 有 水品/366
G 19 征

小
水品/374 判読不能

地鎮遺構 の出土例 は武 田城下町遺跡 においては確認 されていない ものの、 甲府城跡の近

世段階の鎮壇遺構 や、北 巨摩郡 明野村小笠 原でほぼ同時期 にあた る類似 した遺構 が確認 さ

れてい る。本遺跡 では、明治期 の家屋下 よ り灯明皿 4枚 、水 晶片が検 出 された。灯明皿 4

枚 の うち 2枚 は縦 に重ねた状態で検 出 された。伴 出 した 3 cm四 方の木 片 には、呪文の よう

な崩 した文字が書かれてお り、 その上 に足袋の コハゼ を置 いて灯明皿 で蓋 を した ように伏

せ る特徴 的な出土状況がみ られた。明野村 と本調査 においての遺構 出土例 には陰陽五行的

要素 をみ るこ とがで きる。灯明皿 の完形個体数の 6、 また 4の 数字、弱瑞 の赤や器面 の白

な どは五行 でい う金気 を表 し、 また灯明皿 の器形 の円は天、土坑 の方形 は地 を表す と解 さ

れ る。土地 に金気 を取 り入れ、 また天 を意す る もの を地 中へ収 め るこ とで天地一体 の永久

を意図 し、家屋 の永遠 を願 っていた と推浪1さ れ る。 しか しその方法や形式 につ いては、本

来の地鎮 は 『陀羅尼集経』 を典拠 としてお り、 また、かわ らけ と共 に粥 の五穀 を埋 め よ、

な どと示 され る中世 の 『修験 常用秘法集』其の二 「地鎮祭法 」 な どが知 られ るように、各

神仏・宗派 に よって地鎮 の方法・形式 は多岐 にわた り複雑 な様相 を呈す。 さらに江戸時代

以降の信仰 には一定の系統 に止 まらず、多種 多様 な要素 を混在 させ た神仏混合の実益主義

的 な風潮が あ り、地域性 、 もしくは地鎮祭 を執 り行 う者の個 々の特異性 が色濃 く反映 され

た遺構 で ある可能性 が考 え られ る。

写真 2 遺物出土状況

写真3 明野村出土地鎮遺構 写真 4 同左 遺物出土状況
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物遺

調査 区か らかわ らけ 。焙烙鍋・羽釜・ 厘鉢・ 陶磁器 。青 白磁・硯・金属 製品・ 分銅 が検

出 され、地鎮遺構 では灯明皿、水 晶片、弱瑞 片等 が出上 した。

1～ 4は かわ らけで、 いずれ もロクロ成形 であ る。 1・ 3は 日縁部、 2は体部 に灯明媒

が付着 し、外面 に指頭痕、底部 に回転糸切痕 がみ られ る。 5は焙烙鍋 で、内耳取手が付 き、

外面 には指頭痕 がみ られ る。 6は羽釜で�期 に相 当 し、 内外 にナデが施 され、 内面 日縁部

に煤 が付着 してい る。 7・ 8は瀬戸美濃系陶器で、 8は瀬 戸美濃系丸皿 で大窯第 2段階 に

相 当す る。 9は 匡鉢 であ り、近世 に比定 され る。 10は瀬戸美濃系の瓶 で ある。 11は瀬 戸美

濃系天 目茶碗 であ り、大 窯第 3段階 に相 当す る。 12は くらわんか茶碗 で、 18世紀後半 と推

測 され る。 131よ近世 の染付碗 であ る。 14は C群白磁碗 で ある。 15はる氏石 で ある。他、小片

のため図化 しなか ったが、江戸期 の青磁 片 も出上 してい る。 17～ 20は 金属製品で、 17・ 18

は釘、 19は 4号 土坑 出上の銅 製の分◇同、 20は 鎌 で ある。 21～ 25は 古銭 で、寛永通宝等が出

土 した。

礁 学
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図 3第 34次 調 査 出 土 遺 物
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21 24

表 1 第34次調査出土遺物観察表

図 4第 34次 調 査 出 土 銭 貨

0             86m

)復 元 値 、 残存値

番 号 え三    月1 器 種 部 位 調 整 な ど 土 暁成 色 調 備 考

1 土   器 か わ らけ (10 8)・  (2 2) 。 (5 6)
日縁吉Б
～底部

ロクロナデ
同転糸切度 長石・金雲母・赤色粒子 良

によい責橙
10YR7/4 内外面灯明煤付着

2 土   器 か わ ら け (67)。 (15)。 (48)
縁
底

日

｝

デ
痕

ナ
切

口
糸

ク
転

口
回

赤色粒子・長石・雲母 良
にぶ い貢権
10YR7/4 外面指頭痕

3 土  器 か わ ら け (92)・ く22〉 ・ ―
日藩ス詈「

～伝 喜『
ロクロナデ 長 石 雲母・赤色粒子 良

にない貢橿
10YR7/6

日縁部灯明煤

4 土   器 か わ ら け (74)・ く14〉 , 一
日貶確叡
～依 喜「

ロクロナデ 長石・雲母・赤色粒子 長
にぶい貢橙
上OYR7/4

5 土   器 内 耳 土 器 (280)・ (62)。 (240)
日縁部
～底部

外面指頭痕 赤色粒子・長石・金雲母 良

内/におれ橋ヽ
7 5YR5/3
外/黒

10YR2/1

6 土   器 釜 (278)・ く335〉 。 一
日縁吉F

～頸部
赤色粒子 。長石・金雲母 良

ηt強翡
外/橙
5YR6/6

日縁部媒付着

7 狗  器 端 反 皿 日縁部 ロクロナデ 密 良 灰 釉

8 絢  器 皿 ― ・(12〉 ・ (54)
1小者わ
～底部 台

デ
高

ナ

し
口
出

ク

リ
ロ
削 やや密 良 うに活血

9 狗  器 匝 鉢 (11 4)・ (73〉
ロル蕉部
～底部

やや 粗 良

10 均  器 瓶 (68)・ 〈34〉 ・ ― 日縁 部
～体 部

ロクロナデ 密 良 鉄釉

11 陶   器 天 目茶 碗 (104)・ (31〉 ・ ―
日縁 部
～イ入喜R

ロクロナデ 密 良 内外面鉄釉 大窯第 3段階

12 磁   器 碗 (112)。 (58)。 (400)
日縁部
～底部

ロクロナデ 密 良
外面呉須維

務明紬 くらわんか茶碗

磁   器 碗 皿 日縁言トロクロナデ 密 良
州タト皿チ苺勿ミ希雲

透明釉

白  磁 端 反 皿 (104)・ (16〉 ・ ―
日藩示者「
～体吉「

密 良 C群 白磁碗

石 製 品 砥 石 長さ く64〉・幅28

金属製品 不 明
長e ・ 鴨  。 ,早 e
31 ・ 05 ・ 02

17 金属製品 釘 長さ く22〉・幅 (11〉

金属製品 釘 長さ く169〉・幅 く08〉

金属製品 分 銅
横幅 ・ 高さ ・ 重さ
く29〉 ・ 26 ・ 745ξ

金属製品 鎌
長さ
く9 9〉

さ

６
厚
Ｑ

幅
鴎

長さ=〈 48〉 +く 51〉

古   銭 寛 永 通 宝 醗
２５

穿径 ・ 厚 さ
07 ・ 01 完  形

古   銭 元 豊 通 宝
直径 ・ 穿径 ・ 厚 さ
23 ・ 06 ・ 01 花 形

古   銭 角子言売不 台ヒ
径
６

穿
０酷

周
厚

02
定 形

古  銭 解 読 不 能
さ

２
厚
∝雛

Ⅳ
酷
郷

完  形

古  銭 解 読 不 能
直径 ・ 穿径 ・ 厚 き
く24〉 。(07)・  02

％
存

６０
残
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ま  と  め

調査の結果、 中世 に比定 され る遺物 は検 出 された ものの、武田氏 に関す る遺構 は確 認で

きなか った。後世 の建物跡や近代 の暗渠、ごみ穴等が散見 されてお り、江戸時代後期以降、

継続的 に居住空間 として利用 された こ とが推測 され る。地鎮遺構 につ いては検 出例 が少 な

い現状 か らイよ性格や系統等、詳細 を明 らかにす るこ とはで きなか った。 しか し、近年 は明

治期等 の近代 に比定 され る遺構 につ いて も調査対象 として重視 され る傾 向が あ り、今後比

較対 照 可 能 な資料 の増 加 が期 待 され る。 (望 月秀 和 )

く―1榛び ｀
彰

か

嬰
・・納
４

写真 5 遺構 出土状況

写真 8 1号 清検出状況

写真 6 2号 溝セクション

写真 9 2号 溝検出状況

写真7 地鎮遺構出土呪符片
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武田氏館跡第35次調査

所  在  地  甲府 市大 手 三 丁 目3684

調 査 原 因 水 口家住 宅新 築工 事

調 査 面 積 70∬

調 査 期 間  平 成 4年 6月 23日 ～ 7月 8日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

/・

///i

契

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の南約 300m、 標 高 336.8mを 測 る。 第 15。 40・ 49次調 査 地 点 と隣

接 す る。調 査 地 点 は本 田 と して耕 地 利 用 して いた場 所 で あ る。調 査 区北側 には石 積 が あ り、

切 り上 に よ る整地 が行 わ れ て い るこ とが推 測 され る。

調 査 は、住 宅建 設範 囲約 70m2を 人 力 に よ り掘 り下 げて遺構 確 認 を行 った。

自然石が多 く混入す る層のなかに、い くつかの柱穴の存在 を確認で きたが、時期や遺構

の性格 を特定す ることはで きなかった。

か わ らけ 。灯 明皿 ・ 陶 器皿 、近代 の甕 また は鉢 等 が 出上 した。 1は ロク ロ成形 の か わ ら

けで あ る。磨耗 が著 しい ため、 底 部 の糸切 痕 は確 認 で きなか った。 日縁 部 に は灯 明媒 が付

着 して い る。 他 、 数 点 出土 して い るが、 小 片 の ため 図化 しなか った。 2は灯 明皿 で、 内外

面 に鉄 釉 が施 され、外 面 は 口縁 部 を残 し拭 取 りされ て い る。 3は 志 野 丸皿 で あ り、外 面 は

ロク ロケ ズ リされ、 内外 面 に長石 釉 が施 され て い る。 4は近代 の甕 また は鉢 で あ り、輪 積

み成形 で 内外 面鉄 釉 が施 され て い る。

構遺

物遺

o                        4m

/∀

図 1 遺 構 平 面 図
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鰺

図 2第 35次 調 査 出 土 遺 物

0                    1 ocm

表 1 第35次調査出土遺物観察表
復元値、く

ま  と  め

本地点の表土下 は、耕地化 に伴 い整地が行われ、調査 区一面 に細 かい石 が多量 に混入 し

てい る。柱穴以外 の遺構 は確 認で きず、また遺物 も整地 の際 に混入 した可能性 が あるため、

遺構の時期や性格 な どの詳細 を明 らかにす ることはで きなかった。 (望 月秀 和 )

番  号 種  別 器   種
法       量  (cm)

部  位 調 整 な ど 土 暁成 色    調 備 考
日 径・ 器 高・ 底 径

l 土   器 か わ ら け (106)・  22 ・ 48 日縁 部
～底 部

ロクロナデ 赤色粒子・金芸母・石英 。長石 良
におゞい橙
7 5YR7/4 日縁部タール付着

2 陶   器 灯 明 皿 (96)。  16 ・ ― 縁
体

日

一

油受け貼付
外面釉拭取 り

やや密 良 1失 矛と

3
器
野

陶
志 皿 (■ 6)。 16。  一 縁

体
日

｝
ロクロケズ リ やや密 良

長石釉、貫入、
内面鉄絵

4 陶   器 鉢 (374)・  ― ・ ― 日縁封
～体笥

輪積み やや密 良 鉄干山

写真 1 調査区仝景 写真 2 ビッ ト検出状況
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武田氏館跡第36次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2617

調 査 原 因 古 府 中町 土 地 区画整 理事 業

調 査 面 積  5m2
調 査 期 間 平 成 4年 9月 2・ 3日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調査の概要

調査 区は武 田氏館跡 の北約 330m、 標高約 330mを 測 る。西側 には西耕地 i留 池が あ り、南

側 で第25次調査 と道路 をはさんで隣接 す る。

調査 は道路整備 に伴 い、 1× 2mと 、 1× 3mの トレンチ を設定 し、人力 に よる掘 り下

イずを行 った。

遺構・ 遺物

調 査 トレ ンチ で は遺 構 は検 出 され

ず、遺物 も土器小 片 2点 のみの出土 で

あ るため、 ここで は図化 しなか った。

ま  と  め

本 地 点 は逍軒 屋 敷 の小 字境 に あ た

り、屋敷 に関す る遺構 の検 出が予想 さ

れたが、遺構 は検 出で きず、遺物の出土

もわずかであった。 (望 月秀 和 )

図 1 トレンチ位置図

写真 1 調査前風景 写真2 調査 トレンチ (1× 2m) 写真3 調査 トレンチ (1× 3m)
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武田氏館跡第37次調査

所  在  地  甲府 市大 手 三 丁 目3675-14

調 査 原 因 菊 島家 住 宅新 築工 事

調 査 面 積 42∬

調 査 期 間  平 成 4年 9月 21日 ～10月 23日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の南側 約 170m、 標 高約 336mを 浪1り 、「古 府 中村 絵 図」 (中 沢 泉 氏

所蔵 )に お いて穴 山氏 。馬場 氏等 武 田氏 重 臣の家 臣屋敷 と記 され る地 域 に位 置 す る。近 隣

で は第 8。 9・ 14・ 15。 26・ 35次調 査 を行 って い る。

調 査 は住 宅建 設範 囲 を人 力 に よって掘 り下 げ、地 表 下 60cm～ 100cmで 遺 構 を検 出 した。

た

一
〉
一

み

＝

構

坑

遺

土

ピ ッ ト

調査 区束椒1に 位置 し楕 円形 の掘 り込みで、確認 された範 囲で長径 2.85m、 短

径 1.70mを 測 る。廃棄場の ような用途が推測 され、覆土 に混 入す る礫 に伴 って

中世 に比定 され る 1・ 15。 19等 が検 出 された。建物の柱 穴 と推測 され るピッ ト

の一つが重複す る。

22基 の ピッ トを検 出 した。調査 区中央 で検 出 した N-58° 一Eの 方向 に3基ず

つ並列 す る 6基 の ピッ トは、建物の柱 穴で ある可能性 を示す。調査範 囲か らは

建物の性格・ 規模・時代等 の詳細 を確認す るこ とはで きなか ったが、 ピッ トの

並列方仁こと位置 よ りJヒ
ハヽ の広 が りが 1在浪1さ ヤとる。

物遺

中世 か ら近 世 に比 定 され るか わ らけ、橋 鉢 、灰 釉 陶 器 、鉄 釉 陶器 、磁 器 、 白磁 片、硯 、

鉄 製 品、 小柄 (こ づ か )、 古銭 (永 楽 通 宝)な どが 出上 した。

か わ らけ イよ、 ▼ヽず れ もロク ロ成 形 で あ る。 1 ・ 2・ 6。 7イよ底 部 に糸切 痕 が あ る。 10は

尖底 、 1・ 6に は底 部 に トチ ン状 の貼 り付 けが み られ る。 1は 口縁 部 にタール状 の付 着 物

が あ り、 6は 内面 に灯 明媒 が付 着 して い る。14は 在 地 の橋 鉢 で あ る。 13は 人鉢 の 日溺帯[で、

花 菱押 文 が み られ る。 12は 耳皿 で、磨 耗 して い るが 、 糸切 痕 が わず か に残 る。 15。 16は 同

一個 体 と思 われ る灰 釉 陶器 の端 反皿 で あ り、付 け高 台 で 印花 文 が み られ、大 窯 第 1段階 に

比 定 され る。 19は 中国天 目茶碗 で あ る。 20は 白磁 で あ る。 21は 赤絵 の蓋 で あ り、 中世 に比

定 され る。 22は 中国製磁 器 の呉 須 絵皿 で 15世紀 後 半 ～ 16世紀 中頃 に比 定 され る。 23は 硯 の

一 部 で、磨 り面 が わず か に残 る。 24は 小柄 で、 刀の輪 に指 しそ え る副子 (そ え ご)と 通称

す る小 刀 に付 け る柄 で あ る。 細工 が施 され る工 芸 品 で あ るが、 出土 品 は半面 が 欠損 し、腐

食 が著 しい ため、細工 の有 無 は確 認 で きなか った。 25～ 28は 角釘 で あ る。 その他 、炭 化米

や流 れ込 み と思 われ る黒 曜石 片 が 出上 して い る。
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ま  と  め

本地 点 で は、盛 土 に よる

整 地 層上 に耕 作 土 層 が形 成

され た た め、 遺構 は良好 な

状 態 で遺 存 して い た。検 出

した遺 構 や 釘 等 の 出土遺 物

か ら、建 物 の存在 が推 測 さ

れ る もの の、確 認 した範 囲

で は家 臣屋 敷 に関 わ る遺 構

と断 定 す るの は難 しい。 し

か し、硯 や 小柄 が 出上 した

こ とは、 この一 帯 が 家 臣屋

敷 地 で あ った可 能性 を示 唆

して い る。  (望 月秀 和 )

0                     4m

図 1 遺 構 平 面 図

緯

】

6 p Ю

図 2第 37次 調 査 出 土 遺 物 (1)
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相

豆〆耳正三正三コ 9_

4
23        1 0cm

|

表 1 第37次調査出土遺物観察表

図3第 37次 調 査 出 上 遺 物 (2)

)復元値、く 〉残存値

0     24～ 28 68m

番 号 種   別 器 種 部  位 凋 整 な ど 土 焼 成 色 調 備 考

1 ユ=   器 か わ ら け (128)・ 33・ (66)
日縁 言「

～ l諄 喜「
ロクロナデ 石英 。金雲母 長 石 良

橙
2 5YR6/8 日縁部にタール状付着物

2 土   器 か わ ら け (112)。  25 。(64)
日縁部
～ 薦 喜К

ロクロナデ 石英 長 石 雲 母 良
浅責橙
10YR8/4 日縁部横ナデ灯明媒付磨

3 上   器 か わ らけ 111 ・ 23 ・ 60 日胞k部
～底部

ロクロナデ 石英 長石・金雲母 良
橙

7 5YR7/6

土   器 か わ ら け (110)・  30 。(55) 縁
底

日

一
ロクロナデ 石英 。金雲母 良

種

5YR6/6

上   器 か わ ら け (104)。  22 ・ (58)
日縁 言[
～ 虐喜К

ロクロナデ 石英・金雲母 良
竜

5YR6/6

土   器 か わ ら け (114)。  25 。 (34)
日縁 剤
～ 席却

ロクロナデ 石英 長石・金雲母 良 黒色 内面に灯明媒付着

7 土   器 か わ らけ (7 2) ・  1 8  。 (4 2)
日胞k部
～底部

ロクロナデ 全雲母 。長石 良
橙

氏vpA/A 日縁部に炭化物付着

8 土   器 か わ ら け (91)・  17 ・ (58)
日縁詈Б
～底部

ロクロナデ 石英 。金雲母 良
憶

7 5YR6/6

土   器 か わ ら け (92)・  18 ・ (64)
日洛及看「
～底部

ロクロナデ 長石・雲母 良
奄

7 5YR6/6

土   器 か わ ら け (108)。 25。 (48)
日縁音卜
～底都

ロクロナデ 長石 雲母 良 黒色 衷部穿子し

11 土   器 か わ ら け (116)・  21 ・ 64 日縁部
～ 薦 獣

ロクロナデ 長石・雲母 良
にぶい橙
7 5YR6/4

12 土   器 耳 皿 (60)。  ― 。(42)
日縁 者l

～ ,喪常「
ロクロナデ
回転糸切痕 石英・金雲母 良

橙
7 5YR7/6

上   器 入 鉢 日縁吉「 雲 母 良
種

7 5YR7/6 花菱押型文

14 上   器 描 鉢 ― ・ ― 。(160)
1不者卜
～ 眸 喜「 お ろ し目

やや
不良

にぶい貢橙
lnvPA/R

判   希

頼戸美濃 瑞 反 皿 ― ・ ― 。 (70) 底 部
付け高台
印花文

密 良 灰 釉 16と 同一個体

珂   喬
頼戸 美濃

瑞 反 皿 (120)。   ―  。  一 日縁吉「 密 良 灰 釉 17と 同一個体

17 陶   器 皿 (102)・  ― ・ 一 日縁部 密 良 灰 釉

lal  器 甕 体言躊 指頭痕 密 良
4(本田

焼 きじめ 大窯第 2段階

甲 国 製
ltl  器 皿 (107)・  ― ・ ― H豚到!

～イ大部 密 良 鉄釉

弦  器 皿 底 部 削 り出 し高台 艮

弦  器 孟 日縁 言Б 密 良 赤 絵

磁   器 皿 ― ・ ― ・ (80) 底 部 子1り 出 し高台 密 良
呉須絵
透明釉

製 品 硯
長さ ・ 幅  ・ 厚さ
く6 1〉  ・ く4 9〉  ・ く0 8〉

金属製耀 枢
厚
０

幅
Ｗ

さ

３

長
儀 薦食が著 しし

金属製爆 釘 長さ く19〉・太さ05 腐食が著 しヽ

金属製辞 釘 長 さ (22〉 ,大 さ04 腐食が著 しt

金属製品 釘 長さ (28〉 。大 さ08 腐食が著 しし

金属製品 釘 長さ く15〉・大さ04 腐食が著しし
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写真 1 調査区全景 写真 2 調 査 風 景

写真 3 遺構 出土状況 (西か ら) 写真 4 土坑出土状況

写真 6 遺物出土状況

写真 5 南壁セクション
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武田氏館跡第38次調査

所  在  地  甲府 市大 手 2「
「

目3680

調 査 原 因 小 宮 山家住 宅新 築工 事

調 査 面 積 66∬

調 査 期 間 平 成 5年 5月 19日 ～ 6月 17日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の南側 約 210m、 標 高約 386mを 測 る。 本地 点 は南 北基 幹街 路 で あ

る広 小路 と鍛 冶 小路 に挟 まれ た地 域 に位 置 して お り、「古 府 中村 絵 図」 (中 沢 泉 氏所蔵 )で
馬場 美 濃 守屋 敷 跡 と示 され る家 臣屋 敷 推 定地 域 に あた る。 近 隣 で は第 15・ 35・ 37次調 査 が

行 われ て お り、 本地 点 の調 査 区全体 が耕 地 化 、 また は宅地 化 に伴 う掘 削・ 整地 ・ 埋 め立 て

等 の攪 乱 が み られ、 多量 の礫 が混 入 す る。

調 査 は、 住 宅建 築範 囲全体 を人 力 に よ り掘 り下 げた。調 査 区 の ほぼ 中央 か ら遺構 を検 出

した。

武 田氏時代 に比定 され る土坑 1基 と近代 の暗渠が検 出 された。

土坑 は、調査 区の中央付近 で検 出 された。 内部 には礫 と焼 上 を伴 う。壁面 には粘上が貼

られ、最厚 5 cmを 浪1る 。底面 に近づ くに したが って粘 土 はな くな り、底面 は不明瞭 とな る。

全体 的 に火 を受 けてお り、と くに南壁面が赤変 してい る。カマ ド跡 で ある可能性 もあるが、

柱 穴な どの住居 に関わ る遺構 は確認で きず、詳細 を明 らか にす るこ とはで きなか った。

か わ らけ・ 土鍋 ・ 陶 器・ 須 恵器 片 が 出土 して い る。

か わ らけ はいず れ もロク ロ成 形 で、 1・ 3に は回転 糸切 痕 が み られ る。 4は土鍋 で 中世

に上ヒ定 され る。 5は 土 製播 鉢 で、 日唇 苦[に 凹 みが入 って い る。 6は須 恵器 片 で あ り、 内外

面 と一側 面 を砥 石 に転 用 した痕 跡 が み られ る。 7は近 世 に比 定 され る内外 面鉄 釉 の橋 鉢 で

あ る。 8は 常滑 甕 で、 内面 に指 ナ デ、外 面 に指 頭痕 が み られ る。 9は近代 の暗 渠上 面 で検

出 した瀬 戸美 濃 系 天 目茶碗 で、遺構 構 築 時 に混 入 した もの で あ ろ う。 10は 瀬 戸美 濃 系鉄 釉

皿 で、底 部 に砂 目、 削 り出 し高 台、 内面 に重 ね焼 きに よ る トチ ン痕 が み られ る。大 窯 第 2

また は第 3段階 に位 置づ け られ る。 11は 18世紀 の肥 前 系 染 付碗 で あ る。

ま  と  め

調 査 区 は後 世 の整地 や暗 渠 の構 築 に加 え、 重機 に よって大 きな石 を埋 め込 んだ痕 防 が あ

り、大 半 が掘 削 され て い る。 中世 に比 定 され る遺 物 の 出土 か ら、 周 辺 に居 住 空 間が存在 し

て いた と推 測 で きる。 しか しなが ら、 本地 点 で は耕 地 化 や 宅地 化 に伴 う掘 削 が行 われ て い

るため、遺構 の遺 存状 況 が悪 く、馬 場 美濃 守屋 敷 跡 とす る伝 承 を裏 付 け るこ とはで きなか

構遺

物遺

った。
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図 1 トレンチ・土 坑 位 置 図

|

総 ′H
劣 解 肇

( 6

房
1]

図 2第 38次 調 査 出 土 遺 物
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ま  と  め

本地 点 の表 上 下 は、耕 地 化 に伴 い整 地 が行 われ、調 査 区一 面 に細 か い石 が 多量 に混 入 し

て い る。柱 穴以 外 の遺構 は確 認 で きず、また遺 物 も整 地 の 際 に混 入 した可 能性 が あ るため、

遺構 の時期や性格 な どの詳細 を明 らか にす るこ とはで きなか った。

表 1 第38次調査出土遺物観察表

(望 月秀 和 )

)復元値、く 〉残存値

番  号 種   別 器 種
法    量 (cm)

部 位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備 考
日 径・ 器 高・ 底 径

l 土   恭 か わ ら け 106・  23 ・ 60 縁
底

日

一
ロクロナデ 石英 長石 雲 母 良

橙
5YR6/6

2 土   器 か わ ら け (8 6) ・ (1 9) 。 (5 1)
日縁部
～底部

ロクロナデ 石英 長 石 雲 母 良
橙

7 5YR6/6

3 土   器 か わ ら け
体部
～底部

ロクロナデ
回転糸切痕 石英・雲母 良

にぶい黄橙
10YR7/4

4 上   器 土 422・  ― ・ 一
日縁部
～胴部 ナ デ 金雲母・赤色粒子 良

灰貢褐
10YR5/2

5 土   器 悟 鉢 ? (346)・  ― ・ 一
日縁剖
～打同

=「

ロクロナデ 石 英 長石 雲 母 良
橙

7 5YR7/6

須 恵 器 三 or 甕 体 部 叩き目 石英
元
質

這
硬 灰白色/N 側面に捺痕 砥石に転用

7 陶   器 鉢 299・  ― ・ ― 日縁部
～月同部

全面施釉 やや粗 小石 を合む 良 内外面鉄釉

陶   器 鉢 ― ・ 〈63〉 。(200)
底部
～体部

指ナデ やや密 石英 良
にぶい黄褐色
7 5YR5/4 焼 きしめ、指頭度

9
国産陶器
瀬戸美濃

天 目 茶 碗 体 部
内面下部
茶究す り

やや粗 良 鉄 釉 大窯第 2段階

10
国産陶器
瀬戸美濃

皿 ― ・ ― ・ (62) 底 部
砂 目
削 り出 し高台

密 良
鉄釉

サ ビ釉
内面重ね焼痕、底面砂填

絢  器 碗
日縁言[
～月同吉「

呉須絵 密 良 内外面呉須絵

写真 1 調査区完掘状況 写真2 上坑完掘状況
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武田氏館跡第39次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 3547

調 査 原 因 保坂 家住 宅増 築工 事

調 査 面 積 3m2

調 査 期 間 平 成 6年 7月 12日

調 査 担 当者  信 藤祐 仁

調 査 の概 要

調 査地 点 は、標 高約 365mを 測 り、大 正 6年 に造 られ た竜 ヶ池 の北 西側 に位 置 す る。本地

点 は高塀 の字 名 が残 る。南北基 幹街 路 の一 つ で あ る古籠 屋 小 路 の北 瑞 付 近 に位 置 して お り、

「古府 中村 絵 図 」 (中 沢 泉 氏 所蔵 )で は高木 氏屋 敷 の伝 承地 と隣接 す る。

調 査 は、敷 地 に 1× 3mの トレ ンチ を設 定 し、 手掘 りに よ り確 認調 査 を行 った。

遺 構・ 遺 物

遺構 は確 認 で きなか った。遺 物 は、 トレンチ 中央 部 の地 表 下 約 60cmで 焼 土 を含 む プ ロ ッ

ク状 の土 中 よ り数 点 を検 出 した。 1は 瓦 質 土器 で 、焼 成 はや や 不 良 で あ るが 、鉢 また は鍋

と思 われ る。 2は 江 戸期 の染 付碗 また は皿 で、内面 見 込 み付 近 に 1条の染 付 ライ ンが 入 る。

その他 は小 片 の ため、 図化 しなか った。

|み崖鎌竜1理 if ‐―    轟
ま  と  め

本地 点 の表 上 下 は黄褐 色 の本 田床 土 層 、褐 色粘 質 土

層、整 地 等 に よる掘 削 で 多量 の砂礫 が混 入 す る層、黒褐

色 土 層 とな り、約 65cmで 礫 が 突 出す る地 山層 に至 る。出

土 遺 物 は、後 世 の耕 作 や 宅地 造 成等 で混 入 した と考 え

られ る。調 査状 況 か らは、家 臣屋敷 の伝 承 に関係 す る遺

構 ・ 遺 物 は確 認 で きなか った。

(望 月秀 和 )

o                      10cm

図 1 第39次調査出土遺物

表 1 第39次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

写真 1 土層堆積状況

番  号 種  別 器    種
I去       量  (cm)

部  位 調 整 な ど 土 lt成 色    調 備 考
Π 径・器 高 。底 径

1 土   器 上    鍋
日縁部
～体部

ロクロナデ 金雲母・赤色粒子 良
褐灰色
10YR5/1

2
製

器

国中

陶 碗
日縁言Б
～体部

凋染 fNl
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武田氏館跡第40次調査

所  在  地  甲府 市大 手 三 丁 目36853
調 査 原 因 山本 家住 宅増 築工 事

調 査 面 積 13.5m2

調 査 期 間 平 成 7年 12月 5日 ～ 8日

調査 担 当者  平塚 洋 一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の南側 約 190mに位 置 し、標 高約 340mを 測 る。「古 府 中村 絵 図」 (中

沢 泉 氏所蔵 )に お いて武 田氏 重 臣の真 田弾正 、 馬場 美濃 守 、 高坂 弾正 等 の家 臣屋 敷 跡 と記

され て い る地 域 に位 置 す る。 第 15次調 査 地 点 に隣接 し、近 隣 で 14・ 35・ 41次調 査 を行 って

い る。

調 査 は、既 存 建 物 の南 西部 に約 33× 4.5mの トレンチ を設 定 して調 査 を行 った。

遺 構・ 遺 物

家 臣屋 敷 等 に関係 す る遺 構 の検 出が期 待 され たが、遺構・遺 物 と もに検 出で きなか った。

ま  と  め

本地 点 は家 臣屋 敷 の伝 承 地 で あ るが 、後 世 に耕 地 化 また は宅地 化 に伴 う約 lmの 盛 土 。

整地 が行 われ た痕 跡 が み られ る。盛 上 下 を さ らに30cmほ ど掘 り下 げて遺構 確 認 を行 ったが、

伝 承 か ら予 想 され る屋敷 、 また は屋 敷境 の溝 等 を検 出す る こ とはで きなか った。

(望 月秀 和 )

1 表土 (盛 土 )

2暗灰色粘土層

トレンチ位置図・ セクシ ョン、平面図

O   S=1:80   2m

図 1
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武田氏館跡第41次

所  在  地  甲府 市大 手二 丁 目3688

調 査 原 因 神 宮 寺 家住 宅新 築工 事

調 査 面 積  42m2(40m2+2m2)
調 査 期 間 平 成 7年 12月 5日 ～ 8日

調 査 担 当者  平塚 洋 一

調査の概要

調査 区は武 田氏館跡の南側、南傾す る字大手下の中央付近 に位置 し、標高約 336mを 測 る。

本地点 は調査時 まで水 田 として耕地利 用 されていた場所 で あ るが、「古府 中村絵図」 (中 沢

泉氏所蔵 )で は真 田弾正、馬場美濃守、高坂 弾正等 の名前が記 され る家 臣屋敷 の伝承地 に

あた る。近隣で は第 14。 30次調査が行 われてい る。

調査地点北側住宅建設範 囲の 10.5× 7m対 して、西半分 に東西 4m× 南北 6m、 これ に

接 す る東半分 に 2× 5m、 調査地点南側 に位置す る進入路部分 に 1× 2mの トレンチ を設

定 した。層序確 認のため、住宅建設範 囲の一部 を地表 か ら約 lmの深掘 りを行 った。

進 入路 部分 で は耕 作 土 層 下 に礫 を多量 に合 む層 が み られ、礫 を含 む暗褐 色 土 層 とな る。

一 方、住 宅建 設範 囲 で は地 表 下約 30釦の耕 作 土 層 直 下 で、砂 礫 を合 む非 常 に堅 くしまった

地 山層 とな り、耕 地 化 の 際 に南傾 す る地 山面 を掘 削 して整 地 した状 況 が窺 え る。

遺構・ 遺物

両 トレンチ ともに遺構 は確認 されなか った。遺物 は、進入路部分 か らは流 れ込み に よっ

て混入 した と推測 され る縄文土器片、住 宅建設範 囲か らは現代 の陶器 片な どを検 出 した。

いずれ も小片のため、 ここでは図化 しなか った。

ま  と  め

調 査 の結果 、 本地 点 は耕 地 化

に伴 う整 地 に よって地 山層 まで

掘 削 され て お り、 家 臣屋 敷 の伝

承 を示 唆 す る遺構 を確 認 す るこ

とはで きな か った。また、調 査地

点 北側 の石 積 や遺 物 が検 出 され

な か っ た こ とか ら、 本 地 点 は切

り上 に よる整地 で大 量 の土砂 が

移 動 され て い る可 能性 が考 え ら

調査

序層

図 1

/

ヤtる 。 (望 月秀 和 )
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日

O         s=卜 2oo        10m

2

3

.旦 33800

1 表土 (耕作土 )

2 暗褐色礫質土層 5 cm程 の礫含む。

3 皓褐色礫質土層 人頭大～30cmの礫含む。

表土 (耕 作土 )

暗褐色土層 (水 田床土)

茶 色 土 層 (耕作土)

暗褐色土層 直径 3 em程 の砂岩礫多量含む。

しまり強く、固い。

0    8‐ 180    2m

写真 1 北 トレンチセクション 写真 2 南 トレンチセクション
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構遺

武田氏館跡第43次調査

所  在  地  甲府 市 古 府 中町 2727

調 査 原 因 渡 辺 家 駐 車 場 ・

志村 家 住 宅新 築工 事

調 査 面 積 48m2

調 査 期 間  平 成 7年 12月 11日 ～ 21日

調 査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は武 田氏館 跡 の 北側 約 200m、 標 高約 363mに 位 置 す る。 本 地 点 は武 田逍 通軒 信

綱 屋敷 の伝 承 地 に東接 す る。 宇 名 は逍軒 屋敷 で あ り、現 在 は道 軒 屋 敷 と も表 記 され る。 本

地 点 北 の ク ラ ンク状 の路 や、東接 す る館 方 向 に延 び る路 は「古 府 中村 絵 図」 (中 沢 泉 氏所 蔵 )

に も示 され お り、昔 なが らの地 割 が窺 え る。本地 点 南 は緩 斜 面 を利 用 して耕 地 が形 成 され、

これ に伴 う用水路 は無 名 曲輪 と御 隠居 曲輪 を画 す る南 北 方 向 の堀 跡 へ 注 いで い る。 また、

用水路 の護 岸石 組 み に は五 輪 塔 や 石 祠 の屋根 等 が 用 い られ て お り、 屋 敷 地 等 の廃 絶 後 に耕

地 化 した状 況 が窺 え る。 周 辺 で は第 16次、 第 18次調 査 が 行 わ れ て い る。

調 査 は敷 地 の南側 、 東接 す る道 路 よ り約 7mに 位 置 す る住 宅 建 築範 囲 に、 5× 8mの グ

リッ ドと、敷 地 の北根1に 位 置 す る駐車 場 造成地 に 2× 2mの トレ ンチ を 2ヶ 所 設 定 した。

駐車場造成地 のグ リッ ドか らは、遺構 は検 出 されず、約 lmで 礫 を合 む地 山層 を確認 し

た。住居建築範 囲のグ リッ ドか らは、溝 3条 と石列が確 認 され た。

号溝   幅約 40cm、 深 さ約 30cmを 測 り、 N-32° 一 Eに軸 を もつ。側石 を伴 い、グ リッ ド

西側 を縦断す る。近世 か ら近代 にかけて使用 した水路、または暗渠 と推測 され る。

東根1の側石 は大 きさが不均等 で部分 的 に欠落がみ られ る ものの、西側 の側石 は東

側 よ り小 さめの長径約 30cmの 均等 な石材が用 い られてお り、再構 築 または転用 に

よる規格変化の形跡が み られ る。覆土か らは土馬や近世 ～近代 の瓦等が出土 した。

2号溝   N-47° 一 Eに軸 を もち、幅約 1.3m、 深 さ約 45cm、 長 さ2.5mを 測 る。 グ リッ ド

東側 か ら検 出 され た。 中世 に比 定 され るか わ らけ 。陶 器 片 な どが 出上 した 3号溝

と重 複 し、後 世 の 方形 の掘 り込 み に切 られ て い る。 重 複 、 また は併 設 す る遺構 と

の 関係 等 、 詳細 は不 明 で あ るが、溝 底 面 に砂 質 の堆積 が み られ、流 水 して い た可

能 1生 が考 え られ る。

3号溝   N-48° 一Wに 軸 を もち、幅約 60cm、 長 さ lmを 涙1る 。 2号溝 と中央 部 の落 ち込

み の 間で検 出 した。 底 面 で砂 質 の堆積 が み られ た が、 遺 物 は出土 せ ず 、 重複 す る

2号溝 との 関係 や 時 期 な どの詳 細 につ いて は不 明 で あ る。

石  列   N-45° 一 Eに軸 を もつ。長径約 25cmの 自然石 が約 2,7mに 渡 って 2号溝 と平 4予

す る ものの欠落が 多 く、一部のみ残存 してい るため、性格や時代 、 2号溝 との関
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連 ・ 重 複 関係 等 、 詳 細 につ い て 明 らか にで きなか った。

その他 、 グ リッ ド西側 に方形 に掘 り込 まれ た土坑 と、 これ に重 複 す る溝 が 西根↓

壁 面 で確 認 され た。重複 関係 につ い て は溝 が 土坑 を切 って い た もの と思 われ るが、

胎 上 が は っ き りせ ず、性 格 。年 代 等 詳 細 を明 らか にす る こ とはで きな か っ た。 上

坑 は底 面 に粘 土 質 の堆積 が確 認 され、調 査 時 の所 見 で は、 底 面 に砂 質 の堆 積 が み

られ た 2号溝 と一体 の遺 構 で あ り、庭 園 に伴 う水利 遺 構 の一 部 に な る可 能性 が あ

る。 グ リッ ド中央 部 の落 ち込 み は、調 査 範 囲外 で立 ち上 が り、溝 とな る可 能性 が

推 測 で きる。遺 物 は 吋・ 世 に上ヒ定 され るか わ らけ。陶 器 片等 が 自然 石 下吉[よ りと出上 し

て お り、溝廃 絶 段 階 で伴 に廃 棄 され、 埋 め立 て た もの と考 え られ る。

遺    物

遺 物 駐 車 場 造成地 の トレ ンチ で は、か わ らけが数 点検 出 され たが、いず れ も小 片 の ため、

こ こで は図化 しな か った。

住 居建 設範 囲 の調 査 区 か らは、 か わ らけ、 土 馬 、 陶器 、精 鉢 、 甕 、 青 磁 、 白磁 、 金属 製

品 、 古銭 (寛永 通 宝)等 、 主 に16世紀 代 と近 世 の遺 物 が検 出 され た。 か わ らけ は、 関東系

で一 般 的 に主流 で あ った ロク ロ成 形 技 法 に よ る 1～ 5と 、 関西 系 の 手づ くね成 形技 法 に よ

る 6が 出土 して い る。 6は タト面 に手づ くね成 形痕 はみ られ る もの の 、 は っ き りと した指 頭

痕 は な く、 底 部 は工 具 で軽 くナ デ調 整 され 、 日縁 部 ～ 内面 にか けて も布 や 皮 革 に よ るナ デ

調 整 が施 され て い る。 と くに、 日縁 吉L内側 とデ芭込 み部 は強 いヲ
咀
デ が 入 り、 くtFみ が み られ

る。

7は香 炉 型 土 器 片 で あ り、底 部 は回転 糸切 痕 を残 した ま ま脚 を付 け て い る。 9は土 馬 で、

頭 吉Iと 脚 吉[は 欠落 ● るが、 タテガ ミ と専安が表 つ記さ″tて い る。 10イま三二次 被 熱 に よ りF角 器壮化 し

た か わ らけで あ る。 11・ 12は 灰 釉 陶 器 で 、 11は 付 け高 台で大 窯 第 2段階、 12は 時期 の詳 細

まで 明 らか にで きなか った。 13・ 14は 瀬 戸美 濃 悟 鉢 で、 内外 面 に鉄 釉 が施 され る。 13は 古

瀬 戸 後 IV期新 段 階 に あ た る。 15は 天 目茶 碗 の高 台部分 で大 窯 第 3段階 で あ る。 16は 青磁 香

炉 の体 部 片 で 中国龍 泉 窯産 とみ られ る。 17は 白磁 の端反碗 で あ る。 18は 近 世 ～近代 の鎌 で

腐 蝕 が著 しい。 19。 20は煙 管 で あ る。 他 、 釘 も出上 して い るが 、 腐 蝕 が著 しい ため 図化 し

な か った。

ま  と  め

調 査 区 か ら出上 した手づ くね成 形

に よ るか わ らけ は、平 安 京近 郊 の上

器 生 産 集 団 が 有 した 技 法 で つ く ら

れ 、 主 に京 を中心 に畿 内で流 通 して

い た もの で、都 との 関係 を示 唆 す る

とい え る。 これ まで に館 跡 主亨[吉Iか

ら 2点 出土 して い るが、 主 郭 部 以 外

の 武 田氏城 下 町遺 跡 か らの 出土例 は

な く、 希 少 品 で あ って上 級 家 臣 な ど

が 使 用 して いた可 能性 が窺 え る。 ま

た、 庭 園等 の水利 遺構 の存在 が推 損1

され る こ とか ら、本地 点 が家 臣屋 敷

の 一 角 で あ った可 能性 が高 い。

(望 月秀 和 )

″ ，′ドｈ劇町”
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鋳
⑤

El      旦

瓦片 炭化物を含み、05～ lcmの 傑少量含む。

炭化物微量、直径〕0～24cmの JtX含む。

炭化物微量、黄色土粒子少量含む。

14黒 褐 色 土 層

15黒 掲 色 土 層

'6 
明茶 褐 色 土 層

,7 黒灰 色 粘 土 層

'8 
黄黒 掲 色 土 層

19 皓黒灰褐色土層

20 黒 茶 掲 色 土 層

21茶 掲 色 土 層

22黒 褐 色 土 層

23茶 褐 色 土 層

?」 階 茶 褐 色 土 層

25黒 掲 色 土 層

26黄 黒 色 土 層

直径〕～2cmの 礫多霊含む。

直径03～ 3cmの 除少量含む。

炭化物微量、直径03～ ,cmの襟少墜含む。

炭化物微量含む。

黄色土粒子含む。

炭化物微量、直径7～ 1 0cmの礫少量含む。

炭化物微量、黄褐色土粒子少量含む。

炭化物微量、直径 1～ 49mの 礫少量含む。

炭化物 黄褐色土地子微量、直径 十～3cmの 探少量含む。

炭化物微望含む。

黄色土ブロック多量含む。

トレンチ2
1表    土

2 黒茶掲色土層 直径1～ 15emの礫少量含む。
3 黒 掲 色 土 層 炭化物微量 直径5～ ,Ocmの 傑少量含む。
4 黒 色 土 層 黄色土粒子微量、直径1～ 3emの礫少量含む。
5 票色粘質土層 炭イヒ物・砂微量含む。

1表    土

2黒 掲 色 土 層

3 明茶黄掲色土層

4 灰 赤 褐 色 土 層

5票 掲 色 土 層

6 贈赤 掲 色 土 層

7黒 褐 色 土 層

8茶 掲 色 土 層

9票 褐 色 上 層

0 贈黒灰褐色土層

ll 暗黒灰褐色土層

12 暗黒茶掲色土層

i3黒 灰 色 土 層

戻化物少量含む。

炭化物 焼土少量含む。

焼土 瓦片少量含む。

炭イし物多望含む。

桟瓦片少量 焼土多量含む。

直径 1～ 2Cmの 礫少望、茨化物多量含む。

炭化物 ,直径 lem程の礫少量含む。

直径05～3cmの 擦少量含む。

炭化物微量含む。

10層に比べ、炭化物をやや妄<含む。

炭化物微量、直径05～〕emの 礫少量含む。

炭化物微量含む。

27 黒 褐 色 砂 質 層 炭化物微量含む。

28 茶 黒 褐 色 土 層 炭化物傲量含む。

29 黒 茶 掲 色砂 礫 層 炭化物微霊含む。

30皓 掲 色 砂 礫 層

31黄 掲 色 砂 層

32 灰 掲 色粘 質 土層 砂少量含む。

33 皓 黒 茶褐 色 土層 炭化物微量含む。

34 灰黒茶褐色砂質層

35灰 黄 茶 砂 層

86 階 灰 色 粘 土 層 炭化物微量含む。

37 黒 灰 色 粘 土 層 炭化物微量含む。

図2 住宅建築部遺構平面図・ セクシ ョン

土

層

層

層

土

土

土

］表神鶉鉾
0          8=180         4m

図 3 駐車場造成部、平面図・ セクシ ヨン
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図 4第 43次 調 査 出 土 遺 物

表 1 第43次調査出土遺物観察表

番  号 種 器 種 き[  t立 調 整 な ど 土 焼 成 色 訓 備 考

1 土 器 か わ ら け 116・  27 ・ 60 日滞宏言Б
～ 席 喜属

ロ ク ロナ テ
回転 糸切 痕 石英・金雲母 良

にぶい貢権
10YR7/3

2 土 器 か わ ら け (9 1) 。  2 1  ・ (5 0)
日縁音Б
～底部

ロクロナデ
回転糸切痕 石英・金雲母 良

ユ天頁 種

10YR8/4

3 土 器 か わ ら け ― ・ ― 。 (74) 1小音い
～ 虐 都

ロクロナデ
金雲母・赤色粒子 良

灰 褐 色
OYR4/2

4 土 器 か わ ら け ― ・ ― 。 (60) 体部
～底部

ロクロナデ
回転糸切痕 金雲母 。長石 良

内/橙
2 5YR6/6

外/橙
7 5YR7/6

5 土 器 か わ ら け (116)。  ― ・ ― 日縁 言獨
～体 部

ロクロナデ 金雲母 。赤色粒子 良
1こ おゞヤヽ橙
7 5YR6/4

6 土 器 か わ ら け (123)。  24 。 (68)
口糸象者焉
一底 部

手づ くね 石英・金雲母 良
7

浅 買 橙
5YR8/4

7 上 器
否  解  坐

土    器
― 。 ― ・ (62) 底 部

ロ ク ロナ デ
コ 歳,率 lnFP 石英・長石・金雲母 良 5YR7/6

8 土 器 悟 鉢 ― 。 ― 。(160) 底 部
ナデ
峯 FF 石英・長石・金雲母 良

橙
5YR7/6

土 器 土 J馬 胴 体 粘土貝占リイ寸
`ナ

金雲母・赤色粒子 良
にぶ い橙
7 5YR7/4

土 器 か わ ら け (122)。  ― ・ ― 口縁 音朽
一体 言Б

密 長石 良
二 次 被 熟
自然 知

,蜀    器
瀬戸 美 濃

皿 ― ・ ― 。(50) 底 部 付 け高 台 やや粗 良 ラ〔罪由 大 窯 第 2段階

,tJ   呑
瀬 戸 美 濃

皿 ― ・ ― ・ (48) 底 部 付 け高 台 やや密 良 ″〔不由 大 窯

13
金
芦瀬

円
★ 橘 鉢 (306)・  ― ・ 一 口縁 部

一体 吉Б
条 痕 やや粗 石英 良 内外面サビ釉 古瀬 戸 後 IV期新

陶 器 憲 鉢

陶 器 天 目 茶 碗 底 著Б 削 り出 し高 台
1/鉄汗由
/無罪由

釜属 製 品

金属 製 品 煙 管
さ

８
厚
０

幅
Ｈ

さ

９

長
４
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写真 1 住宅建築部グリッ ド仝景

写真3 グリッド完掘状況 (2)

写真 2 グリッ ド完掘状況 (1)

写真4 1 号 溝

写真5 駐車場造成部 トレンチ 1
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武田氏館跡第44次調査

所  在  地  甲府 市 古府 中町 3567番地

調 査 原 因 長 田家住 宅 改築工 事

調 査 面 積 16m2

調 査 期 間  平 成 8年 4月 4日 ～ 4月 15日

調査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査地 点 は御 隠居 曲輪 に道路 を挟 んで東接 し、標 高約 359mを 測 る。北側 約 70mに は第 16

次調 査 地 点 、道路 を挟 ん で西側 約 25mに は第 18次調 査 地 点 が位 置 して い る。 本地 点 は 「古

府 中村 絵 図 」 (中 沢 泉 氏所蔵 )|こ よ る と、横 田備 中守屋 敷 跡伝 承地 の南側 に あた る。 現在 、

周 辺 は本 田や畑 が残 る住 宅地 とな って い る。

調 査 地 点 は武 田氏館 肋指 定地 内 に あ り、住 宅 の全面 改 築工 事 に伴 い試掘 調 査 が行 われ た。

調 査 は、建 物 位 置 の 中央 部 に幅 2m、 東 西 8mの トレンチ を設 定 し人 力 に よ り掘 り下 げ を

行 った。

基本土層 は 7層 で構成 され る。第 5層 で遺

物包含層 とな り、第 6層 は炭化物 を多 く合 み

ピッ ト13基が確認 された。直径 15～ 30cmを 測

り、底部 に石 を据 えた もの もあ るが、調査 区が

狭 いため、建物跡 の形状や規模 を確認す るま

で には至 らなか った。

遺

遺 物 の 多 くは 中世 の か わ らけ片 で あ るが 、

橋 鉢 (8)・ 陶器 (9)。 古銭 (10)も 出土 し

て い る。 9は ピ ッ ト13か ら出土 した完形 の端

反皿 で、大 窯 第 2段 階 に比 定 され る。日縁 部 に

炭化 物 の付着 が見 られ る。

ま  と  め

調 査 地 点 は、横 田氏屋 敷 跡伝 承 地 に隣接 す

る こ とな どか ら、遺 構 の検 出 が 予 想 され た。

調 査 の結果、溝 とピ ッ トが確 認 され、出土遺 物

か ら中世 の遺 構 と判 断 され た。

(鈴木 由香 )
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表 1 第44次調査出土遺物観察表

図2第 44次 調 査 出 土 遺 物

0                 100m

元値優 Tr

呑  号 種   別 器 種
法       量  (cm)

部  位 調 整 な ど 土 焼 成 色 誹 備 考
日

1 土   器 か わ ら け
日縁害Б
～底部

ロクロ成形 長石・金雲母 良
橙

7 5YR7/6

2 土   器 か わ ら け 12 4
日縁部
～

体 部

ロクロ成形 長石・金雲母 良
橙

7 5YR7/6

3 土   器 か わ ら け (130)・ 〈21〉 ・ 一
日縁都
～体部

ロクロ成形 長 石 石英・金雲母 良
橙

7 5YR6/6

4 上   器 か わ ら け (120)・ く24〉 。 一 日縁言F
一体都

ロクロ成形 長石・金雲母 良
にぶい褐
7 5YR7/4

5 土   器 か わ らけ ― ・ ― 。(78) 底 部
ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英 良

内/にぶい檜
7 5YR7/4
外/浅責橙
7 5YR8/4

6 土   器 か わ ら け ― 。 ― 。 (60) 底 部
ロクロ成形
同転糸切痕

長石・石英・金雲母 良
におゞい橙
7 5YR7/4

7 土  器 不 明 ― ・ く46〉 ・ (120) 底 郡 ナデ成形 長石・石英 。金雲母 良
橙

5YR6/6

8 土   器 括 鉢 休部 良
にΣゞい褐
7 5YR5/3

9 陶   器 端 反 皿 24 完 形 ロクロ成形 良 緑 釉

轟
●
一●
一
一

写真2 遺物出土状況
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武田氏館跡第45次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2614

調 査 原 因 武 田神 社 トイ レ改 築工 事

調 査 面 積 1.9m2

調 査 期 間 平 成 8年 9月 26日 ～27日

調 査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は西 曲輪 南側 桝 形 虎 日の北側 に隣接 し、標 高約 345mを 測 る。

武 田神社 境 内 にお け る仮 設 トイ レ排 水 管 の設 置 に伴 い、 試掘 調 査 が行 われ た。 幅 30～ 40

cm、 長 さ5.4mの トレ ンチ を設 定 し、つF/k管 を敷 設 す る20～ 25cmの 深 さ まで 人 力 に よ り掘 り

下 げた。

遺構・ 遺 物

調 査 にお いて遺構 の存在 は確 認 で きず 、 中世 に位 置 付 け られ るか わ らけ片が 数 点 出土 し

たの み で あ る。 小 片 の ため、 図化 で きた もの は 1点 の み で あ る。

ま  と  め

西曲輪南側桝形虎 口に隣接 す る場所 であ るが、

もかわ らけ片が数点出土 したのみで あった。

表 1 第45次調査出土遺物観察表

遺構 の存在 は確 認 されず 、遺 物 につ いて

(鈴木 由香 )

( )復元値、く 〉残存値

番 号 種   別 各    種
お去              進重  (cm)

部 位 調 整 な ど 土 焼 成 色   調 備 考
日 各 ・ 峯 悪 ・ 辰

1 土   器 か わ ら け (118)・ 〈24〉 ・ ― 日縁部 ロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良
にない責橙
7 5YR7/4

0              1 0om

図 1 第45次調査出土遺物
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=調 査区
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腱 饉
4m

図2 トレンチ位 置 図



武田氏館跡第46次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2614

調 査 原 因 武 田神 社 トイ レ改築工 事

調 査 面 積 35m2

調 査 期 間  平 成 8年 10月 7日 ～16日

調 査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は西 曲輪 南 東 隅 に位 置 し、標 高約 345mを 測 る。本 地 点 の東側 は笹 堀 を隔 て主郭

部、 西側 に は桝 形 虎 日の上 塁 が 隣接 す る。

調 査 は トイ レ全面 改 築工 事 に伴 う もの で、 5× 7mの 範 囲 を表 上 下 30～ 40cmま で重機 に

よ り剣 ぎ取 り、 その後 人 力 に よ り掘 り下 げた。

土層 は10層 か ら構成 され、第 7層 で拳大 か ら直径 80cm程度の 自然石 が部分 的 に敷 かれて

い る状況が確認 された。 その 中には、平坦面 を有す る礎石状 の石 も存在 した。

出土遺物 は、かわ らけを主体 に陶器が少量混入す る程度で、小片のため図化 で きた もの

は 7点 と少 ない。 4は破 片内面 に溶融物が付着す る。 日縁部 には指頭 の痕跡が あ り、 とり

べ とも考 え られ る。陶器で は常滑 と思 われ る会の破 片 (6)や 、大 窯第 2段階 に比定 され

る瀬戸美濃 片 (7)が 出土 してい る。

ま  と  め

調査 に よ り確 認 された 自然石 は、礎石 を思 わせ る平坦面 を持 つ もの も確認 されてい る。

しか し、調査 区域が非常 に狭 いため、礎石 であるか確 定す るには至 らなか った。

(鈴木 由香 )

/1 ＼   ~

構

物

遺

遺
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④
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・
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第 46次 調 査 出 上 遺 物
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表 1 第46次調査出土遣物観察表

写真 1 調査前風景 写真2 敷石検出状況

元値 、 く 〉残 存値

番  号 種   別 器 穫
法       工  (cm)

部  位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 備 考日 径・器 高・底 径

1 土   器 か わ ら け 日糸入言Бロ ク ロ成 形 長石・石夫・雲母・金雲母 良
橙

7 5YR6/6

2 土   器 か わ ら け ― ・ 〈09〉 。 (60) 底 部
ロクロ成形
回転糸切痕 良

におゞ�ゝ貢橙
10YR6/4

3 土  器 か わ ら け ― ・ (13〉 。(60) 底部
ロクロ成形
にI転 糸切痕 良

にぶい貢橙
10YR7/4

4 土   器 と  り  ′ミ ― ・ 〈22〉 ・ 一 日縁部 ロクロ成形 長石 石英 良
灰貰褐
10YR6/2 内面溶融物付着

5 陶   器 姿 体部 良 常滑か ?

6 陶   器 甕 or i 体部 良

7 陶   器 皿  ? 底 部 良 大窯第 2段階

写真3 トレンチ全景 写真4 自然石検出状況

-46-



A3470。

3465

3450

――A

0        1m

1表   土

2黒 褐 色 土 層

3 2層 と同 じ。

4暗 褐 色 土 層

5黒 褐 色 土 層

8 暗赤褐色土層

7陪 褐 色 土 層

3集  石  層

9褐 色 土 層

lo黒 褐 色 土 層

5YR3/2 炭化物・焼成粘土塊少量含む。 しまり緩い。 レンガ混入。

10YR 3/3 炭化物・焼土粒子微量、直径 1～ 10cnの礫少量含む。

10YR 2/3 炭化物・焼土粒子微量、直径 1～ 10cmの礫少量含む。

(4層 に比べ、やや少ない。)

5YR3/E 直径 1～2Cmの礫少量含む。 しまり緩い。

18YR 3/4 直径l～ 8 emの 礫少量含む。しまり強い。

直径10～30cmの楕円形礫が堆積。

10YR 4/4 炭化物・暁土粒子、直径 85～ 2cmの砂礫少量含む。

しまり強い。

10YR 3/1 炭イヒ物・焼土粒子少量含む。9層に比べ砂礫若干多く含

む。しまり強い。

図2 遺構平面図・北壁セクション

ぎ儡
駒

惨

*平面図は一部の石を除去した段階
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武田氏館跡第47次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2619

調 査 原 因 保 坂 家住 宅 改 築工 事

調 査 面 積 18m2

調 査 期 間 平成 8年 9月 2日

調 査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は味 噌 曲輪 の北側 約 250mに 位 置 し、標 高約 864mを 測 る。 第 25次調 査 地 点 に隣

接 し、西側 に は戦 国期 に設 定 され た「 もが り (虎 落 )刈 路ヽ 」が南走 す る。一 帯 の小 字 は「逍

軒 屋敷 」 で、信 玄 実 弟 の武 田逍 邊軒 信 綱 屋敷 跡 と伝 え られ る。 南西側 に は 「土 屋敷 」 の小

宇 も残 り、調 査 地 一 帯 が 家 臣屋 敷 地 で あ った こ とを傍 証 して い る。

調 査 は、住 宅解 体 の後 に幅 1.4～ 2m、 東 西約 10mの 範 囲 を重機 に よって掘 り下 げ、人 力

に よ り精 査 を行 った。

遺構・ 遺 物

基 本 土 層 は 3層 か ら構 成 され、地 表 下 55cmで地 山層 とな る。調 査 区北壁 際 に、 東 西 4m
に渡 り石 積 が検 出 され た。径 25～ 30cmの 自然石 が 2段積 まれ て お り、石積 の前面 に杭 が 1

本確 認 され た。 落 と し積 の技法 が 見 られ、近 世 か ら近代 の石 積 と考 え られ る。遺 物 は未検

出で あ った。

ま  と  め

本地 点 は、 武 田逍 蓬軒 信綱 の屋 敷 跡 伝 承地 で あ り、遺 構 の検 出 を予期 したが 、調 査 にお

いて は検 出 に至 らな か った。                     (鈴 木 由香 )

1 2

3

0           4m

皓褐色粘質土層 75YR 3/4かわらけ片混入。

黒色粘質土層 N15/
暗灰色粘質土層 N3/

0         1m

輝澄|

淫
西
耕
池

溜
池

写真 1 石積検出状況

図 1 トレンチ位置・基本土層図
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武田氏館跡第49次調査

所  在  地  甲府 市古 府 中町 2744

調 査 原 因 谷川 家 住 宅 改築工 事

調 査 面 積 62m2

調 査 期 間  平 成 9年 6月 12日 ～23日

調 査 担 当者  志村 憲一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は、 武 田氏 館 跡 の北側 約 200mに 位 置 し、標 高約 365mを 浪1る 。 史跡範 囲 の北 端

に位 置 し、 第 16・ 34次調 査 地 点 に隣接 す る。 本地 点 は小 字 が 「逍軒 屋敷 」 で あ り、 武 田氏

関係 の家 臣屋 敷 地 で あ った と推 定 され る。調 査 区 を囲 む よ うに入 り組 む街 路 は 「古 府 中村

絵 図」 (中 沢 氏 所蔵 )に も見 え、武 田氏 時代 の地 割 の名残 と考 え られ る。周 辺 は水 田や 田畑

が残 り、 甲府 盆 地 を一 望 で きる暖 傾 斜 地 とな って い る。

調 査 は家屋 と土蔵 を撒 去 した後 に、 南 北 5m、 東 西 13mの 範 囲 を重機 に よ り15～ 30cm掘

り下 げ、 その後 人 力 に よる精 査 を行 った。溝 と掘 立柱 跡 が検 出 され た ため、 さ らに トレン

チ を拡 張 して調 査 を行 った。

調 査 の結 果 、 井 戸 1基、 土坑 1基、溝 2条 、 ピ ッ ト51基が確 認 され た。

井  戸   径 2.6m、 深 さ約 1.3mを 浪1り 、 か わ らけ 。悟 鉢 。古銭 (皇宋通 宝 )等 が 出上 し

た。 埋 め る際 に入 れ た と思 わ れ る竹 片 も確 認 して い る。

土  坑 長径 lm、 深 さ約 55cmを 測 り、 内部 に は直径 30cmか ら人頭 大 の石 が填 充 され て

い る。 遺 物 は未検 出で あ った。

1号溝 は N-50° 一Eに軸 を持 つ。幅 1.2m、 深 さ30cmを 測 り、溝 内 には礫 質 土 が

堆積 し、 か わ らけ片が 1点 出土 した。

2号溝 はN-35° 一Wに 軸 を持 つ。北側 に向 か って落 ち込 んで お り、溝 の立 ち上 が

りが調 査 区外 に続 い て い る と考 え られ る。幅 1.3m、 深 さ約 40cmを 測 り、粘 質 上 が

堆積 して い た。溝 内か ら、 か わ らけ片・ 緑 釉 陶 器 片 な どが 出上 した。

＼　　卜′」一
「

黛
Ｈ
場

構遺

溝

遺

ピ ッ ト

中世 か ら近 代 に比 定 され る、 か わ らけ (1～ 3・ 5)・ 土 器 (6)。 陶 器 (7～ 10)・ 磁 器

(11～ 15)・ 碁石 (16・ 17)・ 古銭 (18・ 19)が出土 した。 4・ 7は瀬 戸 美濃 系悟 鉢 で あ る。

8は灯 明油 受 け皿 で あ る。 内面 は灰 釉 、タト面 は鉄 釉 を施 した後 拭 取 り した もの で あ る。 9

は瀬 戸 美濃 系 丸皿 の底 部 で あ る。 10は 瀬 戸美濃 系 陶 器 で あ るが 、 器種 は不 明 で あ る。外 面

直径 20～ 30cm、 深 さ10～ 50cmを 測 り、 ピ ッ

出土 した。 底 部 に石 を有 す る もの もあ るが、

明 で あ る。

物

卜 1～ 5 ・ 7か らイよ、 か わ らけメ子が

調 査 区が狭 い ため建 物 跡 の形 状 は不
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に鉄 釉 を施 して い る。 11は 近 代 の汽 車 土瓶 で あ る。外 面 の 「松 」 字 か ら、松 川 また は松 本

で売 られ て いた もの と推 定 され る。 12は 江 戸 染付 の小 lThで 19世紀 に比 定 され る。 13は碗 で

あ る。瀬 戸 の所 産 で あ り19世紀 に比 定 され る。 14は 皿 の底 部 で あ る。底 部 に 「仲 」 の染 付

文 字 が見 られ る。 15は 肥 前所 産 の皿 で あ る。見 込 み部 に は手描 「五 弁 花 文 」 が施 され て い

る。

ま  と  め

調 査 区 は 「逍軒 屋 敷 」 の小 字 で あ るこ とや 、 周 囲 に ク ラ ンク状 の街 路 が見 られ るこ とか

ら、 武 田氏 関係 の家 臣屋 敷 地 で あ った可 能性 が十分 に考 え られ る場 所 で あ る。調 査 で確 認

され た井 戸・ 土坑 ・ 溝 ・ ピ ッ トは、 出土遺 物 か ら中世 に位 置付 け られ る。調 査範 囲 が 限 ら

れ て お り、建 物 跡 の 全 容把握 や 1号溝 と 2号溝 の新 旧関係 な ど、 詳細 を明 らか にす る こ と

はで きなか った。

出土遺 物 の 中 に は近 世 や 近 代 の もの が混 入 して い たが、 家屋取 り壊 しの 際 に混 入 した も

の で あ ろ う。                            (鈴 木 由香 )

図 1 第 49次 調 査 出 土 遺 物
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表 1 第49次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

番  号 荘三    男1 器 種
送        量  (cm)

部 位 調 整 な ど 上 焼 成 色 評 備 考
日 径・ラド 言・

1 土   器 か わ ら け (82)。  15 。(54)
日縁 剤
～ 席部

ロクロ成形 長石・石英 ,金雲母 良
にぶい貢鵜
10YR7/3

2 土   器 か わ ら け ― ・ ― 。(56) 底 部 ロクロ成形 長石・石英・金雲母 艮

内/にぶい橙
7 5YR7/4
外/灰 白

7 5YR8/1

3 土   器 か わ ら け ― ・ ― 。(74) 底 部 ロクロ成形 長 石 石 英 雲母 。金雲母 良
橙

氏vpA/A

4 lal  器 悟 鉢 ― ・ ― 。(100) 底 部 やや密 良

5 土   器 か わ ら け 底 部 ロクロ成形 雲母・金雲母 良
にぶい貢橙
10YR7/4

6 土   器 土 鍋 ― ・ ― ・ (342) 底 部 不 明 長石・金雲母・赤色粒子 良

内/にぶい橙
7 5YR5/4
外/黒

10YR1 7/

外面炭化物付着

7 陶   器 橋 外 体部 密 良 被 熟

8 陶   器 lT 明 皿 ― ・ ― 。(56)
日縁 部
～に喜属

外面
鉄釉拭取 り

密 良

9 陶   器 丸 皿 ― ・ ― ・ (66) 底 部 密 良 輪 ドチ痕

陶   器 不 明 (56)・  ― ・ ― 日縁 部 α失釆白 密 良

陶   器 土 瀬 (83)・  73 ・ (78)
日不八詈5

～底部
密 良 「松川」or「松本」の文字

磁   器 /1ヽ 不 (62)・ (29)・ (22)
日縁 部
～ 庫 喜R

緻 密 良 江戸染付

磁   器 碗 49 日縁 部
～岸喜К 緻 密 良 頑戸19世紀

磁   器 碗 42 底 部 緻 密 良 底部 「仲」の文字

磁   器 碗 ― 。 一 。(34) 底 部 緻 密 良 見込み手描き五弁花文

土 製 罷 碁 石 直径199・ 厚さ565(mm) 完 形 密 良

土 製 辞 碁 石 直径1745・ 厚さ705(mm) 完 形 密 良

古   銹 元 祐 通 宝 直径225・ 穿径61(mm)

古   鉢 皇 宋 通 宝 直径243・ 穿径83

写真 1 調 査 区 全 景 写真 2 1号 清検出状況
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武田氏館跡第50次調査

所  在  地  甲府 市大 手 三 丁 目36755
調 査 原 因  日原 家住 宅増 築工 事

調 査 面 積 23.5m2

調 査 期 間  平 成 9年 9月 1日 ～ 3日

調 査 担 当者  志村 憲―・ 伊 藤正 彦

調 査 の概 要

調 査 地 点 は、 武 田氏 館 跡 の南側 約 150mに位 置 し、標 高約 337mを 測 る。 史師範 囲 内の南

端 に位 置 し、 第 35・ 38次調 査 地 点 と隣接 して い る。 本 地 点 は、近 世 の絵 図 に よる と馬場 美

濃 守信 春 の屋敷 跡 と伝 え られ る場 所 で あ る。

調 査 は、調 査 区の 中央 部 に 5m四 方 の トレンチ を設 定 し、遺 物 包合 層 まで は重機 に よる

掘 り下 げ を行 った。 その後 は人 力 に よ り精 査 を行 いつ つ 、地 山 まで掘 り下 げ た。

遺構・ 遺 物

土 層 は 12層 か ら構 成 され る。地 表 下約 50cmの 暗 褐 色 土 層 で は直径 30～ 50cmの 礫 石 が調 査

区東側 に集 中 し、 まば らに敷 か れ て い る状 況 が確 認 され た。 また、 こ こか らは中世 に位 置

付 け られ るか わ らけ片数 点 が 出上 したが、 月ヽ 片 の ため 図化 で きた もの は 1点 の み で あ る。

ま  と  め

馬場美濃守信春 の屋敷跡 と伝 え られ る地点であ るこ

調査 の結果、 まば らに敷 かれた石 を確 認 したのみで、

たのみで あった。

表 1 第50次調査出土遺物観察表

とか ら、遺構 の検 出が期 待 され たが、

出土遺 物 もか わ らけ片が 数 点 出上 し

(鈴木 由香 )

( )復元値、く 〉残存値

番  号 種   別 器   種
法       量  (cm)

部  位 調 整 な ど 土 究成 色    調 備 考
日 径 ・ 器 高 ・ 底 御

l 土   器 か わ ら け (102)・ 〈15〉 ・ 一 日縁 部 ロクロ成形 長石・金雲母 良
橙

5YR7/6

く員三
===========]~~~~~― ――――「

,ヶ

テタ
1

0                 1 0cm

図 1 第 50次調査出土遺物
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田
・

駒冒
$

●
Ａ・

田
、

田
．

l灰 色 土 層

2灰 褐 色 土 層

3暗 褐 色 土 層

4黄 褐 色 土 層

5茶 褐 色 土 層

6暗 茶掲色土層

7茶 褐 色 土 層

8明 褐 色 土 層

9明 褐 色 土 層

10暗 茶褐色土層

11暗 褐 色 土 層

12明 茶褐色土層

灰色土・黄褐色上が比較的上層に認められる。挙大の礫が均―に混

入し、炭化物・暁土含む。しまりなく、粘性ややあり。

自色粒子・灰色・黒褐色粘質上が潟入。炭化物・焼土粒子少量含む。

上層に灰褐色上が混入。礫少量、砂多量含む。全体的に固くしまる。

炭化物・焼土粒子・礫微量含む。粘性 。しまりありo

炭化物・焼土粒子微量、砂多量含む。粘性 。しまりあり。

炭化物・焼土粒子微量、砂多量含む。幼児頭太の礫混入。

8層に比べ、礫の混入が多い。粘性強い。

反化物・焼土微量、砂少量含む。粘性非常に強い。

(逼物包含層)炭化物・焼土粒子微量含む。粘性 。しまりあり。

地山

0            2m

図2 平面図、南壁・西壁セクション
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氏館跡第51次調査

所  在  地

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調査 担 当者

甲斥子市 古 府 畔・ 田丁1507、

1514-1、  1515-1

武 田 神 社 駐 車 場 造 成 工 事

1.475コ n2

平 感t9年■1月 6日 ～ 12月 9日

志 村 憲 一

調 査 の概 要

調 査 区 は武 田氏館 跡 西 曲輪 の西側 に位 置 し、標 高約 346mを 測 る。東側 に は戦 国期 に設定

され た 「 もが り (虎 落 )小路 」 が 南走 す る。 本地 点 には 「古 八幡 」 の字 が残 され て お り、

その 由来 につ い て は 『甲斐 国志 』 の 中 に 「承 久石 和 二郎 信 光石 和 ノ郷 二勧 請 ス国衡 八幡 宮

卜称 シ武 田家代 々 ノ鎮 守 氏神 ナ リ」 との記 述 が見 られ る。 また、「永 二十 六 卯 己年左 京大 夫

信 虎 府 ヲ邸 燭 力崎 二遷 ス時社 地 ヲ館 西 二転 シ新 タニ社壇 ヲ造営 シテ此 二移 シ」 とあ り、現

在、甲府 市立相 川 小 学校 体 育館 南側 の峰 本 自治会 館 内 に古 八幡神 社 の小 祠 が残 され て い る。

本地 点 は調 査 前 まで畑 と して使 用 され て お り、北側 上 段 の 1514番 地 、 一 段 下 が った 1515

番地 、最 西 端 に位 置 す る1507番 地 の 3箇所 に 7本 の トレ ンチ を設 定 して調 査 を行 った (図

4)。

遺    構

トレンチ ]土 坑 1基、石 列 2本が検 出 され た。

上   坑   1号 土坑 は トレ ンチ外 に延 長 し、 直径 約 92釦、深 さ約 42cmを 浪1る 。 内部 に

は石 が 充填 され て い た。

石   列   1号 石列 はN-44° 一 Eに、 2号石列 はN-37° 一 Eに 軸 を もつ。セ クシ ョ

ンか ら、 2号石列が埋 まった後 に 1号石列 が機 能 した こ とが窺 えるが、 トレ

ンチ外 に延長 し、詳細 につ いては不 明であ る。青磁 片が 1点 出上 してい る。

この他、東端 で直径約 60cm程度の平坦面 を有 す る自然石 が確 認 された。

トレンチ 2 北隅 に直径約 20～ 45cm程度の 自然石 が集 中 して検 出 された。 また、セ クシ

ョン観 察 に よ り、 ピッ トが確 認 され た。

トレンチ 3 深 さ約 1.5mま で掘 り下 げたが、遺構 は検 出 されなか った。

トレンチ 4 2号 溝下の石列 に よって上段 と下段 に分 かれ、溝 3条、土坑 1基、石組遺

構 1基、ピッ ト22基が検 出 された。また、石組遺構 か ら南側 にか けて、炭化物・

焼 上が集 中 して確認 された。

溝     1号 溝 はN-33° 一Wに軸 を もち、最大幅約 37cm、 深 さ約 18cmを 測 る。 2号
溝 はN-35° 一Wに軸 を もち、最大幅約 46cm、 深 さ約 7 cmを 測 る。 3号溝 はN
-40° 一Wに軸 を もち、最大幅糸925cm、 深 さ約 1lcmを 測 る。石組遺構 に接 して
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検 出 され、西側 は調査 区外 に延長す る。

坑   1号 土坑 は幅約 l m locm、 深 さ約 36cmを 測

す る。東側 は、調査 区外 に延長す る。

平面形態 は不整楕 円形 を呈

石組遺構   直径 35cm程度の 自然石 を配 し、 3号溝 に接 して検 出 された。東根1は調査 区

外 に延長す るため、詳細 は不明で ある。

ピ ッ ト 合計 22基検 出 された。直径 15～ 77cm程度、深 さ 8～ 60cm程度 を波1る 。

では、規則性 を もつ列構成 は見 られない。

レンチ 5 溝 4条、暗渠 1条、 ピッ ト12基 が検 出 された。

溝     1号 溝 はN-55° 一 Eに軸 を もち、最大幅約 58cm、 深 さ約 13cmを 測 る。 2号

溝 はN-27° 一 Eに軸 を もち、最大幅 40cm、 深 さ約 8 cmを 測 る。 3号溝 はN一
43° 一 Eに軸 を もち、最大幅約 44cm、 深 さ約 13cmを 測 る。 ここか らは、中世 の

土器片が数点 出土 してい る。セ クシ ョンか ら、 これ らの変遷 は 2号溝→ 1号

溝→ 3号溝 の順で機 能 していたこ とが分 か る。4号溝 はN-55° 一 Eに軸 を も

ち、 最大中冨約 80cm、 深 さ約 18cmを 測 る。 ピッ トと重複 し、 この廃絶後 に溝が

機 能 したこ とが分 か る。 また、 これ と接 して深 さ 5 cm程度の溝状 の落込みが

検 出 されたが、性格 は不 明である。

渠   1号 暗渠 はN-62° 一 Eに 軸 を もち、最大幅約 55cm、 深 さ約 19cmを 測 る。セ

クシ ョンによ り、暗渠の上 を石 で塞 ぎ、幅約 40cmの 間 を流水 していたこ とが

分 か る。時期 は、近世 ～近代 の もの と考 え られ る。

ピ ッ ト 合計 12基が検 出 された。直径 17～ 48釦程度、深 さ 6～ 29cm程度 を浪1る 。 こ

こで は、規則性 を もつ列構成 は見 られない。

レンチ 6 ピッ ト11基が検 出 された。直径 7～ 47cm程度、深 さ 8～ 30cm程度 を測 る。

規則性 を もつ列構成 は見 られない。

トレ ンチ 7 トレ ンチ北側 で井 戸 1基が検 出 され た。

井  戸  1号 井 戸 は トレ ンチ外 に延 長 し、確 認 され た部 分 で径 l m o5cmを 測 る。底 に

至 る まで掘 るこ とが 困難 で あ った ため、深 さは不 明 で あ る。 また、 トレ ンチ

最 南端 で、 自然 石 が集 中 して い る状 況 が確 認 され た。 西側 に向 か い低 くな る

が、 トレ ンチ外 に延 長 し、性 格 は不 明 で あ る。

大男Uす ると、 かわ らけ (1・ 2・ 4～ 14・ 16・ 17・ 26～ 32・ 34・ 41～ 47・ 49～ 51・ 54～ 56)、

土器 (18・ 19。 33・ 35。 36・ 40。 48)、 国産陶器 (15。 20～ 24・ 37・ 38・ 52・ 53)、 中国製

磁器 (3・ 25。 39)、 鉄製品 (57～ 62)、 古銭 (63～ 68)で ある。

かわ らけは、 ロクロ成形 と手づ くね (14・ 16)が出土 した。 いずれ も日径 10cm、 底径 5

cm前後 を測 る もので ある。土器 は18が三脚香炉 であ る。底部 に回転糸切 り痕 を残 し、脚部

は貼 り付 けで ある。 19・ 33は橋鉢 片 と思 われ る。 35。 36は 甕 の底部 と思 われ るが、時期 は

土

暗

物遺
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不明で ある。 40・ 48の 器種 は不 明で あるが、 40は 内面 に印花文が施 されてい る。国産陶器

は15が大 窯第 2段階 に比定 され る灰釉皿 で ある。 20は瀬戸美濃系 の皿 で、見込み部 に トチ

ン痕 を残す。 21・ 22は天 目茶碗 、 23は 茶入で ある。 24は 緑釉皿 で ある。 37は 器種不明で あ

るが、 内面 に溶融物が付着 してい る。 38は 丸皿 で輪 ドチ痕 を残す。 52は丸皿 の底部片 と思

われ る。 53は丸』■で、 大窯第 1段階 に比定 され よう。 中国石滋器 は 3・ 39が青磁 、 25が 白磁

片で ある。 39は 青ヨ泉窯の碗 で あ るが、他 は器種不 明で ある。鉄製品 につ いては用途不 明で

ある。 古銭 は63が元豊通宝、 64イま宣徳通 宝、 651ま 天卒喜通宝、 66イ よ4羊符通 宝、 67は 永楽通宝、

68は 宣和通宝で ある。

ま  と め

本地点 は、北側 に土屋右衛門尉 昌次の屋敷伝承地 で ある「土屋敷」の小字が現在 で も残

されてお り、武 田氏家 臣屋敷 の存在 が予想 され る地域 にあ る。 また、南接 す る相川小学校

の敷地 は、武 田氏館跡の造営 に伴 い八幡神社が建設 された場所 にあ り、調査地点がその一

角 を占めていた可能性 もある。

トレンチ調査 とい う限定 された範 囲の中に も、溝 。暗渠・ 土坑・ 井戸 。石列・石組 み遺

構・ ピッ トの存在 を確 認す るこ とがで きた。溝 は屋敷 を区画す る もので あった と考 え られ、

セクシ ョン観察 に よ り変遷 を追 うこ とがで きる。 ピッ トは全体 で34基検 出 されたが、建物

の存在 を示唆で きるような、規貝U性 を持つ列構成 を確 認す るには至 らなか った。遺物 は中

世 に位置付 け られ る もので、青磁・ 白磁 な どの輸 入磁器の出土 か らも、武 田氏時代 (16世

紀 )の屋敷 が存在 した可能性 が高 い。

(鈴木 由香 )
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表 1 第51次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

ξ号
工
占
（

「
也 種 器 種

目    (cm)
部位 調 整 な ど 土 焼 成 色 調 晴 考

l T― l 上 器 かわ らけ (100)。 (2孔 )。 (54)
日縁 言I

～ 虐却
ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良

E
7 5YR 7/6

2 T― l 土 器 かわ らけ (112),(23〉 。 一 日縁 音ドロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良
にぶい褐

7 5YR 5/4

3 T一 ] 圭
同 磁 不 明 ― ・ く39〉 ・ ― 体 著Б 緻 密 良

4 T-4 土 器 かわらけ (129)。 (355)。 (72)
日縁 者「

～ 應喜I

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・雲母・金雲母 良
にぶい橙

7 5YR 6/4

5 T-4 土 器 かわ らけ (116)・ (24)・  58 日縁 叡
～ 虐喜「

ロ ク ロ成 形
司重ア糸綱 席 長石・石夫・金雲母 良

植

7 5YR 7/6

T-4 土 器 かわらけ 1孔 2 ・ 28 ・ 6] 日縁 吾l

～ 席 喜「
ロクロ成形
司転糸切痕 長石・石英・金雲母 良

種

7 5YR 6/6

7 T-4 上 器 かわらけ 25
日彬鷲乱
～ 底 喜「

ロクロ成形
コ転糸切痕

長石・石英・雲母・金雲母 良
橙

5YR 6/6

T-4 土 器 かわらけ (90)。 (23)。  46 日静荻詈「

～ 虐却

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英 。金雲母 良
種

7 5YR 7/6

T-4 土 器 かわらけ (8 2) 。(1 85)。  4 4
日浄夙音I

～に封
ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・雲母・金雲母 良
橙

氏VP A/A

T-4 土 器 かわらけ (86)。 (19)・ (50)
日縁 音「

～ 席喜「
ロクロ成形
言1と千率01痛 長石・石英・雲母・金雲母 良

種

5YR 6/6

T-4 土 器 かわ らけ (99)。 (16)・ (68)
日縁ヨ
～ 膊 喜「

ロクロ成形
同 龍

=率
切 痛 長石・石英・金雲母 良

橙

5YR 6/8

12 T-4 土 器 かわらけ (87)・ (16)・ (56)
日沐赤吾ト
～ 底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・金雲母 良
橙

5YR 6/6

T-4 土 器 かわらけ 67 ・ 145・  41 日縁者焉
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・金雲母 良
種

7 5YR 7/6

T-4 土 器 かわ らけ (■ 0)。 (24〉 ・ 一
日縁言Б
一体部 手づ くね 長石・石英・金雲母 良

橙
5YR

T-4 陶 器 皿 (X05)・ く19〉 ・ ―
日縁音F
～ イ太喜R 灰 釉 密 良 大窯第 2段階

T-4 土 器 かわらけ (78)。 (26)。 (50)
日辞赤吾

`～底 部
手づ くね 長石・石英・金雲母 良

種

7 5YR 6/6

T-4 土 器 かわ らけ (60)。 (20)。 (50)
日縁者「
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石英・雲母・金雲母 良
橙

5YR 6/6

T-4 土 器 三 脚 香 炉 (9 0) 。(3 45)・  5 6
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕
脇Π貝占リイ寸け

長石・石英・雲母 。金雲母 良
橙

5YR 7/6

T-4 土 器 悟 鉢 ― ・ 〈61〉 ・ ― 日縁 言Б
ナデ成形
肉 面 矯 日 長石・石英・雲母・金雲母 良

橙

7 5YR 7/6

T-4 狗 器 皿 (110)・ (27)。 (60) 部
部

豚
底

日

一
密 良 トチン痕 2箇所あり

T-4 絢 器 天 目茶碗 (±20)・ く29〉 ・ ― 縁
体

日

一
鉄 釉 密 良 大窯か ?

T-4 陶 器 天 目茶碗 (■ 4)・ く25〉 ・ 一 日縁言Б鉄 釉 密 良 大窯か ?

Ｔ・４鉱
陶 器 茶 入 (32)・ く14〉 ・ 一 日縁部 2々オ山 密 良 瀬戸美濃系

T-4
pi十 陶 器 皿 (110)・ (15〉 。 一 日縁部 録釉 密 良

T-4 白 磁 不 明 ― ・ (16〉 。 一 日縁言[ 緻 密 良 中国製

T-5 土 器 かわらけ (10 6)。  (2 0) 。 (6 0)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・石夫・金雲母 良

内/にぶい黄褐
10YR 5/3
外/褐灰
10YR 4/1

T-5 土 器 かわ らけ 22
日縁部
～底部

形
痕

成
切

口
糸

ク
転

口
司

石英・雲母・金雲母 良
種

7 5YR 7/6

T-5 土 器 かわらけ 18 ・ (52)
日静赤酎
～ 底吉[

ロクロ成形
回転糸切痕

長石・金雲母・石英・赤色粒子 良
橙

5YR 6/6

T-5 上 器 かわらけ 72 ・ 185。  31 完 形
ロクロ成形
コ転糸切痕

長石・金雲母・赤色粒子 良
橙

氏vP n/A

T-5 上 器 かわ らけ (78)。  15 。(46)
日縁部
～底部

ロ ク ロ成 形
司録 率切 痛 長石・金雲母・赤色粒子 良

橙
5YR 6/6

T-5 土 器 かわ らけ (106)・ 〈21〉 ・ ― 日率朕吉F

―依

“

К クロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良
橙

7 5YR 7/6

T-5 土 器 かわらけ ― ・ (26〉 。(84) 底 部
ロクロ成形
回転糸切痕

密 良

内/褐灰
10YR 5/1
外/灰 白

7 5YR 8/2

T-5 土 器 悟 鉢 ? ― ・ く43〉 ・ ― 日縁音ドロクロ成形 長石・金雲母 。赤色粒子 良
明赤褐

氏vp氏 /A

T-5 土 器 かわらけ ―  ・ く21〉 ・ 48 底 部
ロクロ成形
回転糸切痕

長石・金_T母・赤色粒子 良

内/橙
7 5YR 7/6
外/にぶい褐
7 5YR 5/3

T-5 器土 甕 ― ・ く31〉 ・ 141 体部～
底部

不 明 長石・雲母・金雲母 艮

内/にぶい橙
7 5YR 6/4
外/にぶい橙
7 5YR 7/4
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表2 第51次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値

ξ鍔
工
占
ヽ

「
地 瞳  】け器   種

イ云        とき (cm)
部 位 調 整 な ど 土

/t試
色 調 備 考

T-5 土   器 甕 ? ― ・ く41〉 ・ 一 底部 ナデ成形 長石・雲母・金雲母 良

内/に ぶい褐
7 5YR 6/3
外/橙
5YR 6/6

T-5 陶   器 不 明 ―  ・ 〈19〉 ・ (38) 日縁部 ロクロ成形 密 良 内面に溶融物付着

T-5 陶   器 丸皿 10 8 ・ 2 55
日縁言「
～ 席 喜「 致密 良

輪 ドチ反、見込み印花文
大窯第 2段階

T-5 青   磁 碗 (120)。 (34〉 ・ ― 日縁 吾l

～ 体 菩「
致密 良 龍泉窯

T-5 土   器 不 明 ― ・ く24〉 。 一 日縁吉F 良

内/に ぶい褐
7 5YR 5/3
外/にぶい橙
7 5YR 5/3

T-6 土   器 かわ らけ 24
日縁 言「

～ 席喜「
ロ ク ロ成 形
同簾 率切 痛 長石・金雲母・赤色粒子 良

戌 買 竜

7 5YR 3/4 底部穿了し

T-6 土   器 かわ らけ 27 54
日縁 剖|

～ 虐 喜「
ロクロ成形
14hT率綱清 長石 。金雲母・赤色粒子 良

にない橙
7 5YR 7/4 日縁部に炭化物付着

T-6 土   器 かわ らけ 27 54
日 ,隊 剖j

～底部
ロクロ成形
回転糸切痕

長 石 金雲母 。赤色粒子 良
橙

7 5YR 7/6

T-6 土   器 かわらけ 10 2 ・ 2 45 52
口お赤者い
～底部

ロクロ成形
回転糸切痕

長石 金雲母・赤色粒子 良
種

2 5YR 6/6

T-6 土   器 かわらけ 92 ・ 205 52 棘
底

日

一

ロ グ ロ灰 形
同録 糸切 痛 長石・金雲母・赤色粒子 良

橙
氏VP 7/A

T-6 土   器 かわらけ (82)。  17 ・ (46)
日縁 部
～ 虐喜К

ロ ク ロ成 形
同麟 率綱 痛 金雲母 良

にぶ い桂

7 5YR 7/4

T-6 土   器 かわ らけ (116)・ く21〉 ・ 一 縁
伝

日

一
ロクロ成形 赤色粒子 良

柱

5YR 6/6

T-6 土   器 不 明 (106)。 (27〉 ・ 一
日辞衣吾勝
～体部

ロクロ成形 長石 。金雲母・赤色粒子 良
にぶい橙

7 5YR 7/4

T-6 土   器 かわ らけ (88)・ (17〉 ・ ― 日縁部 ロクロ成形 金雲母・赤色粒子 艮
種

7 5YR 7/6
T-6
p十 土   器 かわらけ? 2〉 。 (65) 底 部

ロクロ成形
回転糸J刃痕 金雲母・赤色粒子 良

にぶい責橙
10YR 7/3

T-6 上   器 かわらけ ? ―  ・ く22〉 。 (75) 底 部
ロクロ成形
回転糸切痕

長石 。金雲母・赤色粒子 良

内/暗緑灰
5G3/1
外/黒褐

7 5YR 3/ユ

T-6 陶   器 丸皿 ? ―  ・ 〈09〉 。 (66) 底 部 密 良 大窯第 2段階 ?

一括 陶   器 メし皿 (120)・ 285。 (70)
日落表言「
～底部 密 良 大窯第 1段階 ?

T-7 上   器 かわ らけ (125)。 (28〉 ・ ― 日縁部
～体部

ロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良

内/黒褐
10YR3/1

外/に ぶい黄橙
10YR6/3

T-7 土   器 かわ らけ (7 3) 。 (1 5) 。 (4 9)
日淋荻罰

`
～底部

ロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良
にぶい橙

7 5YR 6/4

T-7 上   器 かわ らけ ― ・ 〈12)。 (56) 底 部 クロ成形 長石・石英 。雲母・金雲母 良
橙

鳴vP A/A

Ｔ．‐勧
鉄 製 品 釘 長さ (405〉 。幅 (11〉

T-4 鉄 製 品 釘 長さ く265〉・幅 (10〉

T-4 鉄 製 品 釘 長さ 〈64〉・幅 く17〉

T-4 鉄 製 品 釘 長さ く435〉・幅 (105〉

T-4 鉄 製 品 釘 長さ く345〉 。中巨〈13〉

T-4 古 銭 元豊通宝
直径 ・ 穿径 ・ 重量
23 7 ・ 6 1mm ・ 3 1窟

T-4 古 銭 宣徳通宝 直径 ・ 穿径 ・ 重量
2「D 4 ・ FD imm ・ 2 7g

一 括 古銭 天福通宝 巳 雀 ・ 雰 雀 ・ 皇 重

24 2  ,  7 mm 。 2 1富

T-4 古銭 祥符元宝 巳往 ・ 芽 往 ・ 豆 亘
23 2  ・ 6 5mm 。 1 7富

T-6 古銭 永楽通宝
巳径 ・ 穿 雀 ・ 璽 重
24 8  ・ 6 1mm ・ 1 6富

T-5 古 銭 宣和通宝
直径 ・ 穿径  ・ 重 量
クR R o A ttmm ・ , A。
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i号
石

列
   2号

石
列

炭
化

物
・

黄
掲

色
土

・
粘

土
少

量
、

礫
多

塁
含

む
。

炭
化

物
・

焼
土

粒
子
・

砂
粒

少
量

、
鉄

分
多

重
含

む
。

や
や

し
ま

り
強

い
。

3層
に

Lヒ
ベ

、
炭

化
物
・

焼
土

粒
子

少
量

。
し
ま

り
あ

り
。

礫
少

量
倉

む
。

炭
化

物
・

砂
粒

微
量

含
む

。
上

面
は

し
ま

り
あ

り
。

砂
微

量
含

む
。

土
器

片
1点

出
土

。
し
よ

り
あ

り
。

礫
少

量
含

む
。

キ 
灰

オ
リ

ー
フ

IT1/質
土

層
 5YR 5/2

2 
皓
 

掲
 

色
 

土
 

層
 10YR 3/4 

砂
傑

粒
子

少
量

含
む

。

3 
灰
 

黄
 

掲
 

土
 

層
 10YR 4/£

 
焼

土
粒

子
・

炭
化

物
を

微
量

、
礫

少
量

含
む

。
し
ま

り

強
い
。

4 
黄
 

灰
 

色
 

土
 

層
 25YR 5イ

I砂
礫

粒
子

を
微

量
含

む
。

5 
黒

褐
色

Ih質
土

層
 10YR 3/2 

焼
土

粒
子
 

炭
化

物
を

微
垂

含
む

。

6 
黄

褐
色

粘
資

土
層
 10YR 6/6 

田
の

床
土

。

7 
黒

褐
色

粘
質

土
層
 10YR 3/2 

炭
化

物
 

焼
土

粒
子

微
量

、
砂

礫
少

量
、

三
ガ

リ
多

量

含
む

。
し

ま
り
強

い
。

81 8音
 

褐
 

色
 

土
 

層
 10YR 3/3 

礫
'炭

化
物

・
焼

土
粒

子
少

量
含

む
。

8-2黒
褐

色
粘

質
土

層
 25YR 3′

1砂
礫

微
量

含
む

。
や

や
し
よ

り
あ

り
。

9 
黒

掲
色

粘
質

土
層
 75YR 3/2砂

礫
・
炭

化
物
・
焼

土
粒

子
微

量
含

む
。

し
ま

19あ
り
。

10 
黒

褐
色

粘
質

土
層
 76YR 3Д

炭
化

物
 

焼
土

粒
子

微
量

含
む

。
9層

に
比

べ
砂

礫

少
な

く
、

粘
土

多
量

含
む

。
や

や
し
ま

り
あ

り
。

10YR 4/8 
炭

化
物

微
量

含
む

。
黒

色
 

黄
色

粘
上

が
フ

ロ
ッ

ク
状

に
混

入
。

12暗
褐

色
粘

質
土

層
 10YR 3/3 

炭
イЪ

靱
・

砂
微

量
含

む
。

13黒
褐

色
粘

質
土

層
 10YR 3/2 

焼
土

粒
子

微
量

、
炭

イヒ
物

微
量

含
む

。
し
ま

り
あ

り
。

14黒
褐

色
粘

質
土

層
 75YR 3/2炭

化
物
 

焼
土

粒
子

微
量

含
む

。

15黒
 

褐
 

色
 

土
 

層
 75YR 3/1黄

褐
色

土
粒

子
少

量
、

炭
化

物
 

焼
土

粒
子
・

砂
多

登

含
む

。
し
ま

り
あ

り
。

16黒
褐

色
粘

質
土

層
 10YR 3/2 

砂
礫

少
量

含
む

。
し
ま

り
強

い
。

1フ
褐

色
粘

質
土

層
 75YR 4/3炭

化
物

を
多

量
含

む
。

マ
ン

ガ
ン
が

プ
ロ

ツ
ク

状
に

混
入

。

lB褐
灰

色
粘

質
土

層
 75YR 4/1炭

化
物

少
量

、
鉄

分
多

里
含

む
。

し
ま

り
強

い
。

19黒
褐

色
粘

質
土

層
 10YR 3/β

 
炭

化
物
 

欽
分

少
量

、
黄

褐
色

土
多

量
含

む
。

し
ま

り
や

や
あ

り
。

20票
褐

色
粘

質
土

層
 10YR 3/〕

炭
化
物
・
鉄
分
・

黄
褐
色

土
少

量
倉
む
。

ビ
ッ

ト
・

黒
褐

色
粘

質
土

層
 75YR 3/2炭

化
物
・

焼
土
粒
子
・

砂
少

量
含

む
。

し
ま

り
強

い
。

Ｉ‐聟Φ‐ｔ∞Φ‐Ｉ

層

一ホ八凸上　　　　　　艶
粘

色

l号
溝

2号
溝

8号
溝

2650-―

2640-―

雨ホハ凸上

l 
黒
 

褐
 

色
 

土
 

雇
 10YR 2/3

2オ
リ
ー

ブ
褐

色
礫

質
土

層
 2
5Y4/3

3 
黒

褐
色

粘
質

土
層
 10YR 3/2

4黒
褐

色
粘

質
土

層
 1
0YR 3/1

5暗
褐

色
粘

質
礫

層
 1
0YR 3/4

6‐
1 

褐
色

粘
質

土
層
 10YR 4/4

62灰
黄

褐
色

粘
質

土
層
 10YR 4/2

7褐
色

粘
質

土
層
 10YR 4/4

3450全

3440-―

A′

側ホハ凸上

石
組

遺
構

Ｉ一士路引。徊佃田ふ煮播′酬慈畔禦引撃　尽起Ⅸ

。挙県判凹Ｐ

。挙照刊Ш翌・〕・〓

。事照刊幽幽・〓

。徊佃嘲硝駕ａ

二禦くい禦て́韻里凹望。つ佃園＄喪引筆劇哩理　∞番匡×Ｄ卜　凹引駅命ｄ暉ミ一

。徊佃珊ふＮ引契　∞苺にス軍　幽引駅命劇哩駕К∞一

一溢にス留　幽引駅築ｄ理熙∞一

駕ヽ∝痒ｎ　ｄ鯉憔‘槍り一登

∞詩∝ゝ軍　凹引Ｍ架ｄ鰹離ｏ一

飩おにヽＰ　醒引駅筆劇鰹離め一

。ｓ唸６“う

学早。つ佃引輪命′劇通急消・峠禦引塔・≦翠思　∞おにスｎ卜　曖引駅禦ｄ鰹離ヽ硼

。つ佃硼＄煮益・脂禦引撃・尽ヾ艦　め益匡ヌ軍　凹引駅筆ｄ哩醍∞ω

。いくいヽう。０佃

珊囀迷台〕Ξ念瑞珊́證煮薔。い禦引撃・尽翠怪　ωお匡ヌｎ区　睡引Ｍ禦ｄ哩雖側ω

。いく０“う。徊佃劇ふ誰ａ・脂禦引撃・慕翠送　∞お∝丼リト　幽引駅鋼ｄ曜習一∞

。いくい“う字字。●佃酬慈怠・念稲，製翠忠　一苺に決い剣　凹引駅禦劇К釈Ｏω

。０栂〇“う早早。０佃酬韻念益　硝番匡メｎ個　理引駅架ｄ釈区凹ω一

。０栂〇“う早卑。引翻

八田ふぶ早ｏ国回畔膵・寸・熙ニホ八△とゆ団

トホハｈ上

く∞征※ｑヽ

く∞匝丼軍

くりにスЮ卜

。０くいヽう卑早′条喩杯挙照刊幽〓

。徊佃劇ふ念益′日證尽翠巡

。０栂

ｏ“う早卑。徊佃欄へ念縞′瑠鍾』禦引堅　ぶヾ盤

。つ佃嘲哺爬台て褪〕凹∞

。いく０消う

。０佃硼＄里毬煮酷爬台′嘲鍾愁・醇禦引撃・尽ぎＸ

。い俺いヽう。引羽旺」（一‐∝）辻

開引。徊佃闊ふ昨禦引撃・尽翠痣硼́慈煮稲・迷命

。０俺

い“う。徊佃Ｖ哺早早慾命′隅ふ出算引撃・祭翠盤

。い唸０“う。勺佃劇＄い禦引撃　尽翠Ｘ

。いく

い籠う卑早。櫻ぺ魚蓋。や佃闘へ出禦引察・ぶぎ悠

「ＨＨШ刊ＨＨ坦

Ｅヾ　　　　　　　　　　　　〇

∞番∝ヌЮｄ鰹憔二峰口一里

く∞に決め卜幽引駅筆ｄ哩際の

一渦にヽいに幽引駅架ｄ鯉醍∞

側お征浜軍　幽引駅禦劇哩離卜

髪
野

CC rE
ヌ

ヌ

隈
凹

引
引

Ml駅
禦

筆
d ul
哩

哩
睡

Ur

▼
08レ

8

引
幽

凹
幽

 
凹

幽

こごご思
 尊意

簾
留

理
離

 
哩

翌

③
①

ト
レ
ン
チ
8

]号
井
戸

CIll



3430-―

3420-―

1耕
2耕
3灰 黄 褐

5黒 褐 色 土 層

4褐 灰 色 土 層

色

作

作

　

色

色

土

土

層土

8灰 黄 褐 色 土 層

7黒 褐 色 土 層

8暗 褐 色 土 層

9 にぶい黄褐色粘質土層

10黒 褐 色 粘 質 土 層

11暗 褐 色 粘 質 土 層

12陪 捐 色 粘 質 土 層

13暗 褐 色 粘 質 土 層

14黒 褐 色 粘 質 土 層

15暗 褐 色 粘 質 土 層

16黒 褐 色 粘 質 土 層

千7暗 褐 色 粘 質 土 層

18黒 帽 色 粘 質 土 層

19褐 灰 色 粘 質 土 層

20黒 褐 色 粘 質 土 層

21 灰 黄 帽 色 粘 質 土 層

22褐 灰 色 粘 質 土 層

23 にぶい黄褐色粘質土層

24票 褐 色 粘 質 土 層

25褐 色 土 層 の 地 山

10Y日 4/2

75YR 4/1
i日YR3/2
10Y日 4/2

10Y日 3/2

10YR 3/3

10YR 4/3

25Y3/1
10YR 3/3

10Y日 3/8

10YR 3/3

10YR 3/1

10YR 3/8

10YR 3/2

10YR 3/4

18YR 3/1

10Y日 4/1

1□ YR3/1
10YR 4/2
10YR 4/1

1□YR4/3
75YR 3/1

炭イ笞物・焼土粒子・マンガン少量含む。

炭化 F/J・ 焼土粒子・マンガン少量含む。

炭化物・焼土粒子多量含む。

炭イヒ物・焼土粒子微量、砂礫少量含む。

炭化物・焼土粒子微量、砂礫少量含む。

炭イヒ物・焼土粒子微量、マンガン・砂礫少量含む。

炭イヒ物・焼土粒子微量、砂礫多量含む。 しまりあり。

砂微垂含む。 しまりあ り。

茂化物 焼土粒子・マンガン・砂礫少量含む。

11層に比べ、炭化物・焼土粒子多量含む。 しまりあり。

炭化物・焼土粒子・砂礫少量含む。 しまりあり。

鉄分・砂礫少量含む。ややしまりあ り。

炭化物・焼土粒子微量含む。 しまりあ り。

炭化物・焼土粒子・砂礫微量含む。 しまりあ り。

砂礫少垂含む。 しまりあ り。

鉄分・砂少量含む。

砂礫微量・欽分多量含む。 しまりあり。

炭化物・焼土粒子・砂礫少量含む。 しまりあり。

炭イヒ物微量・鉄分少量含む。 しまりあり。

砂礫微量、鉄分多量含む。 しまりあ 19。

鉄分少量、黄褐色土・砂多量含む。

鉄分・砂少量含む。ややしまりあ り。

3440旦

3430 -―

慨
中
∞

熙
翌
中

一

慨
中
側

隈
呻

一

トレンチ5
土

土

層

土

層

層

層

層

層

作

作

韓

作

韓

蝉

韓

韓

韓

耕

耕

灰

耕

石

に

黒

灰

暗

10黒 褐 色 土 層 75YR 3/2
1l B音 褐 色 土 層 10Y日 3/4

12暗褐 色 粘 質 土 層 75YR 3/4
13黒褐 色 粘 質 土 層 75YR 3/2
14黒褐 色 粘 質 土 層 75YR 3/2
15黒褐 色 粘 質 土 層 75YR 3/2
16暗 褐 色 土 層 10YR 3/3
17皓 褐 色 粘 質 土 層 10YR 3/4
18黒 褐 色 粘 質 土 層 10YR 3/2

10Y日 4/8 炭化物・暁土粒子・砂礫少量含む。しまりあり。

10Y日 3/2 炭イヒ物・焼土粒子多量含む。ややしまりあり。

10YR 4/2 炭化物・焼土粒子・砂礫少量含む。しまりあり。

|□YR3/3 炭イヒ物・暁土粒子微量、砂礫少量、マンガン多量含む。

ややしまりあり。

炭化物・焼土粒子 砂礫微量含む。ややしまりあり。

炭化物・焼土粒子・砂礫少量含む。ややしまりあり。

炭化物・焼土粒子微量、砂礫少量含む。

炭化物・焼土粒子微量、砂礫多量含む。 しまり強い。

18層 に比べ、砂礫多量含む。

炭イヒ物・焼土粒子・三ガ リ少量含む。やや しまりあり。

砂礫多量含む。

砂礫少量、炭化物・焼土粒子多量含む。やや しまりあ り。

炭イヒ物・焼土粒子・砂礫微量、欽分・黄福色土粒子

少量含む。

Ⅷけけ=焼土集中

樫
中
く

性引―�

-65～ 66-

。
い
く
い
馬
う
学
字

。
抱
佃
硼
Ｓ
Ｓ

・
い
禦
引
ｄ
哩
組

′珊
錘
尽
翠
怪
　

醐
お

匡
ヌ
軍
　
凹

引

駅

翠

硼

哩
醍

卜
一

。
い
く
い
ヽ
う

。
抱
佃
咄
さ
い
禦
引
硼
鰹
畑

団́
釜
尽
翠
区

ω
お

∝
ヌ
リ
ド
　
理

引

駅

契

硼
哩
睡

ｏ
一

く
守
に
ヽ
軍
　
理

引

駅

禦

硼

哩

］
一

。
こ
韻

い
ヽ
う

。
抱
佃
硼
鍾
巡
０

・
酢
禦
引
撃

・
尽
ぎ
茎

　

一苺

匝
ヌ
軍
　
理

引

駅

架

硼

鰹

寸
一

里
百
に
ヽ
軍
　
凹
引
駅
筆
硼
哩
紹
』

お

一

。
こ
韻
〇
絲
う

。
抱
佃
硼
も
急
益

′瑚
慈
慾
０

，
い
早
引
逐

・
尽
運
送

　
ω
苺

匡
丼
軍
　
凹
引
駅
架
ｄ
哩
杷
区

∞
一

。
⑮
俺
〇
ヽ
う
争
字

。
抱
佃
硼
聴
驀
禦
引
撃

・
黒
翠
巡
　
一お

匡
※
Ю
側
　
凹

引

硼

哩

隊
　
一
一

ガ
づ
想
⑮
卜
う

。
０
佃
嘲
革
命

・
』
禦
引
撃

・
尽
ぎ
Ⅸ

　
∞
お

匝
Ｘ
Ｐ
　
脚

引

駅

架

硼

哩
翌

ｏ
一

。
い
俺
い
ヽ
う
早
争

。
旬
佃
瑚
聴
い
禦
引
婆

・
基
ぎ
送

　

一お

匝
ヌ
軍
　
理

引

硼

哩

畔

ω

駕
苛
匡
卜
め
卜
　
卿

引

餌

翠

劇

哩
区

∞

里
帯
匝
ヌ
い
卜
　
理

引

駅

架

硼

哩
К

ト

］
番

匡
※
］
昧

凹
引

駅

契

硼

鰹

区

ｏ

駕
∞
に
入
宝
　
理

引

硼

暉

鴎

い

引

こ

茶

一

一一

。
Ｓ
頷

〇
稲
う

。
簿
佃
剛
ぶ
台

・
聘
禦
引
撃

・
尽
運
送

。
‘
韻

ｏ
“
う

。
得
佃
硼
ぶ
０

・
い
く
日

・
畔
禦
引
撃

・
尽
ぎ
悠

。
６
俺
⑮
馬
う

。
勺
佃
硼
筆
迷
会

，
い
禦
引
撃

・
尽
ぎ
悠

トレンチ 5
図 6 トレンチ 5・ 6平面図・ セクシ ョン

トレンチ6



写真 1 トレンテ 1

写真4 トレンチ4 石組遺構

写真 2 トレンチ 4 写真3 トレンチ5

写真5 トレンチ5 石列

写真 6 トレンチ 6

-67-

写真7 トレンチ7 1号井戸



第 2章 小 括

最後 に、第32次調査 (平成元年度)か ら第52次調査 (平成 9年度)ま での成果 につ いて、

まとめてお きたい。

1.絵図 と文献 に見 る武 田氏館跡周辺 の歴 史的環境

永正 16(1519)年、川 田に構 え られていた甲斐武 田氏の居館 が、武 田信虎 に よって邸問

が崎へ移 された。同時 に、 その政治的・軍事的 中心 の確立 を図 るため、館 を図む ように家

臣団屋敷 を配 した甲斐府 中の建設が進 め られた。その規模 につ いて『甲斐 国志』は、「古府

中村 ノ境 内東ハ岩窪 ヨ リ西ハ塚 原マデ五百三十 間南ハ元柳 町 ヨ リ北ハ下積翠寺村マデ九百

二間」 と述べ てい る。

現在、武 田氏館跡周辺 には「土屋敷」 (土 屋右衛門尉 昌次 )、 「逍軒屋敷」 (武 田逍邊軒信

綱 )、 「天久」 (武 田典厩信繁 )、 「長閑」 (長坂長閑斎 )、 「4ヽ 山田」 (小 山田備 中守)の家臣屋

敷 を示唆す る小字が残 されてお り、安政 4年 に複写 された貞享 3年「古府 中村絵図」 (中 沢

泉氏所蔵 )に も同 じ地名 を確 認す るこ とがで きる。 これ らの地名か ら推 定す ると、今 回の

報告の うち第 32・ 45。 46次調査地点以外 は家臣屋敷地 の可能性 が高 い もの と考 え られ る。

『甲陽軍艦』に よる と土屋右衛門尉 昌次の屋敷 は、信州 で死去 した武 田信 玄 を仮埋葬 した

場所 であ る。 また、『甲斐 国志』古跡部 「火葬場」の項 も「元亀 四年 四月信 玄参州 陣中二逝

ス其事秘 スルニ依 テ当時知ル者ナ シ密二土屋右衛門尉邸 中二送 テ火葬 シ三年其家二殖 ス」

と記述す る。 しか し、同書 は、岩窪 に所在 す る信 玄火葬場 (火葬塚 )の地 につ いて、原甚

四郎 改易の後、元亀元年 に土屋氏 に与 え られた屋敷地 と考察 してお り、第33次調査地点 (字

「土屋敷」)に信 玄が仮埋葬 された訳 で はな さそ うであ る。新 たな屋敷地 を与 え られた後、

土屋氏が移転 したのか、両方の屋敷地 を所有 したのか を明 らか にす る資料 は確 認 されてい

ない。

2.調 査の成果 に見 る武 田氏家臣屋敷

(1)遺構 か ら

各調査 で検 出 された遺構 は、溝・土坑・ ピッ ト・ 井戸・ 堀・石列 な どで ある。特 に、第

33次調査 で は一定の規則性 が見 られ るピッ ト列 と屋敷地 を区画す る堀跡が確 認 され、屋敷

跡の存在 を明 らか にす るこ とがで きた。溝や ピッ トが複雑 に入 り組 み、数 回 に渡 る屋敷 の

建 て替 えが行 われていた状況が窺 える。 また、 自然地形 を利用 して屋敷 が造営 されていた

こ とが特徴 で ある。イ列えば、東側 に堀 を設 けて屋敷境 としてい るの に対 し、西側 は 自然地

形 の傾斜 が強 まるライ ンまで を屋敷地 としてい る。 H区 と J区の間 に段差 が あるが、 これ

も屋敷境 としての機 能 を もたせ た もの と考 え られ る。

第 37次調査 で も、調査 区中央部で北側 に広が る と推 定 され る建物跡 の存在 を示す ピッ ト

列が確認 されたが、規模等 の詳細 は不 明で ある。

第 49次調査地点 は小字が 「逍軒屋敷」で、 これ を囲む ように街路 が走 り、武 田氏時代 の

地割が残 されてい る。井戸・ 土坑・溝・ ピッ トが検 出 され、武 田氏の時代 に相 当す る16世

紀代 の遺物が出土 した。

第 51次調査 では、建物跡 は確 認 されなか った ものの、溝・土坑・ ピッ トは出土遺物か ら

16世紀 に位置づ け られ る もので ある。溝 はセ クシ ョンの観察 に よ り、 3時期 の変遷 を追 う

ことがで きる。また、礎石 とも考 え られ る平坦面 を もった 自然石や炭化物・焼上の集 中区、

石組 み遺構 な ども検 出 され、屋敷 が存在 した可能性 が高 い。
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(2)遺 物 か ら

武 田氏 の時代 に関係 す る と思 わ れ る もの は、 か わ らけ を主体 と し、 国産 陶器 で は瀬 戸 美

濃・ 常滑・ 志 野、輸 入磁 器 で は青磁 。白磁 ・ 明染 付 けが 出上 して い る。

か わ らけの 多 くは ロク ロ成形 で あ るが 、 第 43次調 査 で 1点 、 第 51次調 査 で は 2点、 手づ

くね の もの が 出土 して い る。特 に、 第 43次調 査 で 出土 した もの は、 関西 系 の技 法 に よる も

の で あ る。 これ は、 主 に京 を中心 と して畿 内で流 通 して い た もの で、都 との交流 関係 を考

え る上 で貴 重 で あ る。

出土 した瀬 戸 美濃 は大 窯 第 1～ 3段階 に比 定 され るが 、 前 回 と同様 に第 2段 階 の もの が

多 い。器種 は天 目茶碗・皿・悟 鉢 が 出上 して い る。 多 くは破 片 で あ るが、 第 44次調 査 で は、

ピ ッ トか ら大 窯 第 2段階 に比 定 され る端 反皿 が完形 で 出上 した。 第 34次 。38次調 査 で は天

目茶碗 が 、 第 51次 で は天 目茶碗 と茶 入 れ が 出上 して お り、 茶 をΠ者め る身分 の者 の居住 を示

して い る。

常滑 は第 33次 。46次調 査 にお いて 出土 して い るが、 第 33次調 査 で は地 面 に埋 置 され て い

た甕 以 外 は図化 で きな い小 片で あ る。

志 野 は第 35次調 査 にお いて丸皿 が 出上 したの み で あ る。 前 回の 第 21次調 査 にお いて も志

野 が 出上 して い るが 、 これ まで の武 田氏館 跡 周 辺調 査 にお け る国産 陶器 の 出土 量 の 中で は

極 め て少 な い。

輸 入磁 器 は、 第 33次調 査 で青磁 ・ 白磁 片 の他 に明染 付 けが 出土 して い る。 底 部 には、 所

有 者 の 区別 を示 す線 刻 が見 られ る。第 43次・ 51次調 査 出上 の青磁 は、龍 泉 窯産 と思 われ る。

3. ま  と め

これ まで の数 次 に渡 る武 田氏館 跡 周 辺調 査 の 出土遺 物 は、大 窯 第 1～ 3段 階 に比 定 され、

中で も第 2段階 の もの が 多 い。 また、輸 入磁 器 に関 して は、破 片 出上 が ほ とん どで ,莫然 と

した年代 しか得 られ な い状 況 に あ る。 しか し、近 年 の武 田氏 館 跡 の調 査 で は、遺構 に伴 っ

て淳州 窯系 の碗 皿 な どをは じめ、佐 々木 満 氏 がす旨摘 す る「武 田氏減 亡後 の徳 川 氏 、 加 藤氏

に よる改修 後 の館 に伴 う資料 」律)を 得 て い る。

武 田氏 は天 正 9(1581)年 末 に新 府城 へ 本 拠 を移転 、 翌年 に は 甲斐支 配 を行 った徳 川 家

康 の家 臣で あ る平 岩親 吉 、 豊 臣系 大 名 の羽 柴秀 勝 。加 藤 光泰・ 浅 野 長政 父 子 が 武 田氏館 を

利 用 した といわれ、 数 野雅 彦 氏 は武 田氏館 跡 の調 査 成 果 を基 に、館 変遷 過程 の推 定 を試 み

て い る叱 こ う した成果 や、天 正 10(1582)年 以 降 に比 定 され る遺 物 の 出土 に よって、慶 長

5(1600)年 の 甲府城 築城 まで の 間、徳 川 氏・ 加 藤 氏 に よる館 の再 利 用 が考 古 学 的 に実証

され た とい え る。

しか し、武 田氏減 亡後 の館 周 辺 の様 相 を検 討 す るには、該 期 資料 の検 出量 が未 だ少 な く、

今後 の調 査 に よる成 果 と資料 の増 加 を待 たね ば な らな い。

(鈴木 由香 )

註

(1)佐 々木 満「山梨 県 内 にお け る城 館 跡 出土 土 器・陶磁 器 の様 相 ―武 田氏 の本拠 地 出土遺 物

を中心 と して 一」『武 田系城 郭 研 究 の最 前線 』 山梨 県 考 古 学協会  2001年

(2)数野雅 彦 「武 田氏館 跡 の調 査 成 果 ―居館 か ら連 郭 式城 郭 へ の変遷 を中心 に 一」『新 府城

と武 田勝 頼 』新 人物 往 来 社  2001年

-69-



参 考 文 献

『甲斐 国 志』 (雄 山聞大 日本地 誌 大 系 本 )

なか ざわ 。しん きち  「甲斐府 中概 観 ―飯 沼論 文批 評 一」『甲府 市 史研 究』第 3号  甲府 市

市 史編 さん委 員会  1986年
なか ざわ 。しん きち  「甲斐 府 中 にお け る建 築」『甲府 市 史研 究』第 5号  甲府 市 市 史編 さ

ん委 員会  1988年
『史跡 武 田氏館 肋 V』 山梨 県 甲府 土木 事 務 所  甲府 市教 育委 員会  2000年
『史防 武 田氏館 跡 VII』 甲府 市教 育委 員会  2000年

史跡 武 田氏 館 跡 関係 報 告書 一 覧 (既刊 分 )

『史跡 武 田氏 館 跡 I』 一昭 和 55～ 57年度 発掘 調 査 報 告 書 - 1985年
『史跡 武 田氏館 跡 Ⅱ』 一武 田氏館 跡 関係 資料 集 - 1986年
『史跡 武 田氏館 跡 Ⅲ 』 一平 成 7年度・ 8年度 試掘 調 査概 要 報 告 書 - 1998年
『史跡 武 田氏館 跡 Ⅳ 』 一平 成 9年度 西 曲輪 試掘 調 査・ 土 橋 等石 積 測 量調 査 、

平 成 7～ 9年度笹 堀 試掘 調 査 、概 要報 告 書 - 1999年
『史跡 武 田氏 館 跡 V』 一県 道 甲府 山梨 線 整 備事業 に伴 う発掘 調 査報 告書 - 2000年
『史跡 武 田氏 館 跡 Ⅵ 』 ―武 田神 社社 務 所 増 築・ 参 道石 垣 改修 に伴 う主 郭 部調 査 - 2000年
『史跡 武 田氏館 跡 VII』 一第 14次 ～第 31次調 査 報 告 書 - 2000年
『武 田城 下 町追 跡 I』 一大 手一 丁 目 (甲 府 営林 署 跡地 )発 掘 調 査報 告 書 - 2001年

遺物 。図面整理スタッフ

-70-



報 告 書 抄 録

甲府市文化財調査報告 18

史跡 武 田 氏 館 跡 Ⅷ
一 第32次 ～第52次調査報告書 ―

平成14年 2月 28日

発 行 甲府市教育委員会

〒400-8585山梨県甲府市丸の内1丁 目18番 1号

TEL 055(223)7324
FAX 055(226)4889

F「 刷 帥内田印刷所

〒4000032山梨県甲府市中央二丁目10-18

ふ り が な しせきたけだしやかたあと

童
白 名 史跡武田氏館跡

副  書  名 第32次 ～第52次調査報告書

巻 次

シ リー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シリーズ番号

編 集 機 関 甲府市教育委員会

所  在  地 〒4008585山 梨県甲府市丸の内 1丁 目18呑 1号 電話 055(223)7324

発 行 年 月 日 平成14年 2月 28日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 調査年度

調 査 原 因

市田丁オ寸 遺跡番号 調査面積

たけ だ しゃかたあと

武田氏館跡
山梨県甲府市

古府中町・大手三丁目

19201 1110

平成元年度

平成 9年度

現状変更に伴
う発掘調査

2599.4m2

種 冴1 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 備 考

城館跡 中  世
井戸・柱穴・石列 。

土坑墓・地鎮遺構

手づ くね土器・かわらけ・

染付 。白磁 。青磁・

瀬戸美濃系陶器・分銅

第42・ 48・ 52

次調査は『武

田氏館跡Ⅳ』

で報告済




